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の応急手当普及啓発活動



平成12年1月27日---28日 アクロス福岡

第8回全国救急隊員シンポジウム

企開会式

いま、新世紀ヘ向けて救命への挑戦

一-2000 in福岡

平成12年 1 月 27日(木)~28日(金)、第8回全国救急瞭員シンポジウムがアクロス福岡

にて開催され、全国から救急隊員等2，352名が参加しました(詳細p.8)。

企特別講演久留米大学

加来信雄教授
企運営委員長の日本医科大学
山本保博教授
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昭
和
三
八
年
に
消
防
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
市
町
村
が
救
急
業
務
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
、
早
や
四
O
年
近
く
が
経
と
う

と
し
て
い
る
。

救
急
業
務
の
最
初
の
主
な
目
的
は
、
当

時
急
増
し
つ
つ
あ
っ
た
交
通
事
故
等
に
よ

る
負
傷
者
を
事
故
現
場
か
ら
医
療
機
関
に

搬
送
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
救
急
隊
員
の
行
う
処
置
も
、
限
ら
れ

た
簡
単
な
処
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
交

通
事
故
に
よ
る
負
傷
者
は
増
加
し
、
更
に

は
急
病
や
重
症
の
傷
病
者
も
増
加
し
た

が
、
救
急
隊
員
の
行
う
処
置
の
内
容
が
変

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

昭
和
六
O
年
頃
か
ら
、
医
療
機
関
に
搬

送
さ
れ
る
来
院
時
心
肺
機
能
停
止
症
例
の

予
後
が
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
著
し
く
悪

い
と
い
う
こ
と
が
、
学
会
や
マ
ス
コ
ミ
等

で
問
題
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
摩
生

省
は
、
平
成
元
年
に
「
救
急
医
療
体
制
検

討
会
」
を
設
置
し
、
フ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ

ア
(
病
院
前
救
護
体
制
)
を
改
善
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
傷
病
者
発
生
現
場
か
ら
医
療
機

関
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
救
急
隊
員
も
救

命
の
た
め
の
処
置
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年
に
、
プ
レ
ホ
ス

ピ
タ
ル
ケ
ア
改
善
の
た
め
の
一
つ
の
施
策

と
し
て
、
救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
は
搬
送

す
る
こ
と
が
主
な
業
務
で
あ
っ
た
救
急
隊

員
が
、
救
急
救
命
士
と
い
う
新
た
な
国
家

資
格
を
得
れ
ば
、
医
師
の
具
体
的
指
示
の

も
と
に
、
電
気
的
除
細
動
や
静
脈
路
の
確

保
な
ど
、
従
来
は
医
師
の
み
が
行
っ
て
い

た
救
命
の
た
め
の
医
療
行
為
が
、
救
急
隊

昌畏

務

傘巻頭のことぱ

員
で
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

救
急
救
命
士
の
誕
生
は
、
最
初
問
題
に

な
っ
た
来
院
時
心
肺
機
能
停
止
例
の
予
後

を
改
善
し
、
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る
と
思

わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
学
会
等
で
の
検
討

で
は
、
あ
ま
り
改
善
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
て
厚
生
省
は
、
「
病
院
前
救
護

体
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

を
組
織
し
、
何
が
問
題
な
の
か
、
ど
こ
を

改
善
す
れ
ば
良
い
の
か
を
検
討
し
た
。
そ

し
て
そ
の
過
程
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た

の
が
、
救
急
救
命
処
置
を
行
う
の
に
医
師

の
具
体
的
指
示
が
必
要
か
ど
う
か
の
問
題

で
あ
る
。
医
師
の
指
示
が
必
要
で
な
い
な

ら
ば
、
電
気
的
除
細
動
な
ど
の
救
命
の
た

め
の
処
置
が
よ
り
早
く
行
え
る
。
し
か

し
、
医
師
の
指
示
な
し
に
電
気
的
除
細
動

小
演
啓
次

川
崎
医
科
大
学
救
急
産
学
教
授
救
急
部
・
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
部
長

日
本
救
急
医
学
会
理
事
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
理
事
第
一
回
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
会
長

を
救
急
救
命
士
が
独
自
の
判
断
で
行
う
こ

と
は
、
医
師
と
同
じ
こ
と
を
救
急
救
命
士

が
行
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
救
命

効
果
を
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
救

急
隊
員
の
行
う
処
置
は
医
師
の
行
う
処
置

や
治
療
(
医
療
行
為
)
に
近
づ
き
、
医
師

と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
。
現
在
こ
れ

を
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
適
切
に

行
う
と
い
う
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

は
何
な
の
か
、
ど
の
様
な
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
い
の
か
、
全
国
ど
こ
で

も
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
適
切
に

行
う
こ
と
は
可
能
な
の
か
等
、
問
題
が
山

積
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
傷
病
者
の
救
命
率
を
今
後
と
も

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
救
急
隊
員
の
更

な
る
教
育
・
実
習
の
充
実
と
医
師
の
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
へ
の
積
極
的
参
加
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
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平
成
一
二
年
一
月
二
七
日
側
j
二
八
日
働
、
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
、
福
岡
市
消
防
局
主
催
に
よ
り
、

ス
福
岡
に
て
、
第
八
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
全
国
か
う
多
数
の
参
加
者
が
集
い
、
今
回
初
の
ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
聞
か
れ
る
な
ど
、
会
場
は
熱
気

に
あ
ふ
れ
で
い
た
。

瞳
開
会
式

開
会
式
で
は
、
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
理
事
長

矢
野
浩
一
郎
に
続
き
福
岡
市
長
の
山
崎
広
太
郎
氏
が

挨
拶
を
述
べ
た
。
来
賓
の
紹
介
に
続
き
、
来
賓
の
日

本
救
急
医
学
会
理
事
長
島
崎
修
次
氏
が
祝
辞
を
述

べ
、
最
後
に
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
科
主
任
教
授

山
本
保
博
氏
よ
り
運
営
委
員
会
報
告
が
な
さ
れ
た
。

輔
特
別
講
演
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
ブ

レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
」

講
師
一
久
留
米
大
学
医
学
部
救
急
医
学
講
座

教
授
加
来
信
雄

ア
ク
ロ

特
別
講
演
で
は
、
高
齢
社
会
と
い
わ
れ
る
二
一
世

紀
初
頭
を
間
近
に
控
え
、
医
療
従
事
者
の
立
場
か
ら

今
後
の
健
康
管
理
に
対
す
る
捉
え
方
「
プ
レ
ホ
ス
ピ

タ
ル
ケ
ア
」
へ
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

世
界
一
の
長
寿
国
日
本
。
こ
れ
は
、
二

O
世
紀
後

半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
た
医
療
技
術

の
進
歩
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
自
体

は
医
療
に
携
わ
る
者
た
ち
の
、
長
年
に
亘
る
研
究
と

努
力
に
よ
り
築
か
れ
た
文
明
社
会
の
尺
度
の
証
で
も

あ
る
。し
か
し
、
現
在
の
社
会
構
造
を
人
口
動
態
か
ら
み

る
と
、
青
壮
齢
者
層
が
高
齢
者
層
を
支
え
る
と
い
う

理
想
的
構
造
が
、
少
子
少
産
化
時
代
の
到
来
に
よ
り

8 救:患救命第4号
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崩
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
医
療

従
事
者
が
社
会
貢
献
す
る
た
め
に
は
「
人
間
に
と
っ

て
最
も
高
い
知
的
行
為
は
、
自
分
の
健
康
維
持
に
万

全
を
期
す
る
こ
と
」
が
前
提
条
件
と
し
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
プ
レ
ホ

ス
ど
タ
ル
ケ
ア
」
の
重
要
性
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
高
齢
者
が
健
康
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
管
理

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
医

療
関
係
者
を
中
心
に
、
社
会
全
体
で
こ
れ
を
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
高
齢
社
会
は
、
強
力
な
医
療

技
術
の
進
歩
が
推
進
し
た
社
会
構
造
で
あ
る
。

今
後
は
高
齢
者
の
身
体
生
理
機
能
を
日
常
生
活
の



中
で
総
合
的
に
理
解
・
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
発
症
す
る
疾
病
に
対
し
て

も
、
病
院
前
救
護
を
生
活
環
境
の
中
の
医
療
と
い
う

視
点
で
捉
え
、
展
開
し
て
い
く
な
ら
ば
、
傷
病
者
の

健
康
を
幅
広
く
知
的
に
管
理
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
よ
り
文
明
的
で
明
る
い
高
齢
社

会
が
構
築
さ
れ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

盟
教
育
講
演
I
「
結
核
患
者
の
搬
送
と

感
染
防
止
対
策
」

講
師
一
九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
急
部
副
部
長

財
津
昭
憲

司
会
一
久
留
米
市
消
防
本
部
救
急
防
災
課
長

堀
江
利
博

過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
て
い
た
結
核
だ
が
、
患
者

数
は
世
界
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
医
療
従
事
者

は
「
結
核
が
過
去
の
病
気
で
は
な
い
」
こ
と
を
再
認

識
す
べ
き
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
で
「
最
も
速
く
結
核

を
減
ら
し
た
国
」
と
い
わ
れ
る
我
が
国
も
、
催
患
率

を
見
る
と
一

O
万
人
当
た
り
三
四
・
一
一
一
人
と
先
進
国

中
で
最
も
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
六
・
三
倍
、
ア
メ
リ
カ
の
約
四
倍
と
な
っ

て
い
る
。

世
界
で
も
毎
年
九

O
O
万
人
以
上
の
患
者
が
発
生

し
、
約
三
分
の
一
が
死
亡
し
て
い
る
。
そ
の
大
部
分

は
発
展
途
上
国
の
生
産
年
齢
の
人
々
で
あ
る
。
結
核

新
発
生
患
者
は
二

0
0
0年
に
は
一

O
二
二
万
人
、

二
0
0
五
年
に
は
一
一
八
七
万
人
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、

E
I
V
感
染
が
蔓
延
し
て
い
る
ア
フ
リ

カ
で
は
、
一
九
九

O
年
に
比
べ
二

O
O
五
年
に
は
三

倍
近
く
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
日
本
な
ど
の
先
進
国
も
二

O
O
五
年
ま
で
は
微

増
が
予
想
さ
れ
、
「
根
絶
」
状
態
と
な
る
の
は
一
一

O

六
O
年
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
予
想
結
果
を
踏
ま
え
た
「
結
核
患
者
の

搬
送
と
感
染
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
医
療
従
事
者
全
員
の
免
疫
力
の
ア
ッ
プ
。

そ
の
た
め
に
、
川
各
職
場
で
の
定
期
健
康
診
断
の
徹

歳
、
例
定
期
的
な
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
実
施

と
記
録
、
同
陰
性
者
へ
の

B
C
G
接
種
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

第
二
に
現
場
で
の
感
染
の
徹
底
的
予
防
。
結
核
は

空
気
感
染
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
川
デ
ィ
ス
ポ
・
ガ
ウ

ン
や
キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
及
び
微
生
物
防
御
用
マ
ス
ク

(
N
九
五
)
の
正
し
い
装
着
、
同
業
務
終
了
直
後
の

う
が
い
や
手
洗
い
、
シ
ャ
ワ
ー
浴
の
励
行
、
同
使
用

施
設
や
資
器
材
か
ら
の
二
次
感
染
防
止
の
た
め
の
消

毒
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。
講
師
の
病
院
で
は
二
次

感
染
防
止
の
た
め
、
施
設
を
一
時
閉
鎖
し
て
ア
ル
コ

ー
ル
噴
霧
や
グ
ル
タ

l
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
紫
外
線
灯

消
毒
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

第
三
に
定
期
外
健
康
診
断
実
施
に
向
け
て
の
組
織

体
制
の
構
築
。
ま
た
、
職
員
内
の
患
者
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
努
め
る
徹
底
し
た
健
康
管
理
の
必
要
性

が
提
案
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
財
団
法
人
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

病
院
副
院
長
の
大
橋
教
良
氏
を
講
師
に
迎
え
た
「
災

害
医
療
我
が
固
に
お
け
る
災
害
の
発
生
状
況
」
の

講
演
で
は
、
災
害
の
種
類
や
発
生
頻
度
を
知
る
こ
と

の
重
要
性
と
、
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
経
験
の
積
み
重

ね
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

圏
教
育
講
演
E

「
精
神
料
救
急
巴
お
け

る
メ
ン
タ
ル
・
ケ
ア
」

講

師

一

北

里

大

学

医

学

部

講

師

堤

邦

彦

司

会

一

佐

世

保

市

消

防

局

主

査

立

石

省

一

精
神
科
救
急
に
は
、
精
神
障
害
者
の
処
遇
に
関
す

る
こ
と
と
、
一
般
の
救
急
医
療
現
場
に
お
け
る
精
神

医
療
に
関
す
る
こ
と
の
二
つ
の
意
味
合
い
が
あ
る

が
、
今
回
は
主
に
後
者
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

救
急
医
療
の
現
場
に
お
い
て
は
、
患
者
や
家
族
の

精
神
医
学
的
問
題
に
対
し
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
評
価
し
た
り
対
応
し
て

い
く
か
が
難
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
や
そ
の
患
者

を
支
え
る
家
族
へ
の
適
切
な
評
価
や
対
応
を
す
る
た

め
に
は
、
患
者
自
身
や
家
族
が
抱
え
る
問
題
を
よ
く

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
救
急
医
療

現
場
で
実
際
に
対
応
す
る
救
急
隊
員
の
ス
ト
レ
ス
レ

ベ
ル
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
患
者
、
家
族
、
救
急
隊
員
そ

れ
ぞ
れ
に
則
し
た
メ
ン
タ
ル
・
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

{
患
者
の
問
題
}

特
に
頻
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
自
殺
企

図
、
不
安
発
作
(
パ
ニ
ッ
ク
障
害
)
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
虐
待
や
レ
イ
プ
な
ど
、
特
殊
状
況
の
患

者
に
つ
い
て
は
特
に
慎
重
な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
。

9 



{
家
族
の
問
題
]

精
神
的
な
動
揺
は
患
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族

に
も
見
ら
れ
る
。
対
象
喪
失
へ
の
不
安
や
悲
嘆
反
応

や
家
族
と
し
て
の
ニ

l
ズ
を
良
く
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
適
切
な
対
応
に
つ
な
が
る
。

{
救
急
隊
員
の
問
題
}

危
機
状
況
に
陥
っ
て
い
る
者
へ
ケ
ア
す
る
と
き

は
、
ケ
ア
す
る
者
も
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
る
。
患
者
や

そ
の
家
族
へ
の
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
た
め
に

は
、
救
急
隊
員
自
身
の
メ
ン
タ
ル
面
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

瞳
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
特
定

行
為
の
実
施
場
所
と
搬
送
時
機
」

座
長
一
市
立
札
幌
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
部
長
松

原

泉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附
属
浦
舟
病

院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
森
村
尚
登

救
急
救
命
東
京
研
修
所
主
任
教
授

安
田
和
弘

消
防
庁
救
急
救
助
課
救
急
専
門
官
兼

理

事

官

松

本

則

夫

パ
ネ
ラ

i
一

福

岡

市

消

防

局

入

江

豊

文

秋

田

市

消

防

本

部

菊

地

正

人

大

阪

市

消

防

局

神

田

博

札

幌

市

消

防

局

阿

部

実

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
各
地
に
お
け
る
特
定
行
為
の
実
施
に
つ
い
て
実
際

の
事
例
に
基
づ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

福
岡
市
消
防
局
か
ら
は

J
R
の
列
車
内
で
意
識
を

消
失
し
、

C
P
A
状
態
に
あ
っ
た
男
性
患
者
の
事
例

が
報
告
さ
れ
た
。
現
場
に
お
い
て
携
帯
電
話
で
特
定

行
為
の
指
示
要
請
を
行
い
、
計
四
回
の
除
細
動
を
実

施
し
、
心
拍
及
び
自
発
呼
吸
の
出
現
後
、
補
助
換
気
、

静
脈
路
確
保
等
を
し
な
が
ら
搬
送
収
容
し
た
。
車
内

か
ら
は
病
院
へ
生
体
情
報
を
伝
送
し
て
い
る
。

秋
田
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
早
期
除
細
動
に
よ
り

救
命
し
得
た
心
室
細
動
の
一
例
が
報
告
さ
れ
た
。
救

急
隊
は
出
勤
途
上
、
司
令
室
か
ら
の
情
報
を
基
に
搬

送
先
を
選
定
し
医
師
の
電
話
口
へ
の
待
機
を
要
請
。

現
場
到
着
時
に
は
、
道
幅
及
び
住
居
内
狭
隆
の
た
め

応
援
隊
も
要
請
し
た
。
現
場
到
着
時
に
は
、
家
族
が

C
P
R
を
実
施
、
心
室
細
動
を
認
め
た
た
め
携
帯
電

話
で
特
定
行
為
の
指
示
を
得
た
。
心
停
止
九
分
後
に

除
細
動
を
一
回
行
っ
た
と
こ
ろ
五
分
後
に
は
心
拍
呼

鐸実

吸
共
に
充
実
。
救
助
隊
と
の
連
携
に
よ
り
車
内
収
容

し
た
。大
阪
市
消
防
局
か
ら
は
現
場
到
着
時
、
心
電
図
上

v
f、
心
肺
停
止
状
態
の
老
女
の
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
傷
病
者
宅
に
て
医
師
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
除

細
動
及
び
気
道
を
確
保
。
車
内
収
容
後
、
人
工
呼
吸

を
継
続
し
な
が
ら
輸
液
を
実
施
。
呼
吸
回
復
確
認
後

も
補
助
呼
吸
を
継
続
し
な
が
ら
病
院
に
搬
送
し
た
。

呼
吸
状
態
の
悪
い
傷
病
者
に
対
し
て
心
肺
停
止
へ
の

移
行
を
考
慮
し
た
早
期
の
特
定
行
為
に
よ
り
、
心
肺

停
止
患
者
が
蘇
生
し
た
事
例
で
あ
っ
た
。

札
幌
市
消
防
局
か
ら
は
、
心
室
細
動
で
あ
っ
た
傷

病
者
に
対
し
、
現
場
で
二
回
の
除
細
動
と
気
道
確

保
、
車
内
収
容
後
に
三
回
の
除
細
動
と
静
脈
路
確
保

を
実
施
、
医
療
機
関
到
着
前
に
心
拍
再
開
し
、
救
命

し
得
た
事
例
の
報
告
が
あ
っ
た
。
現
場
到
着
時
、
傷

病
者
が
心
室
細
動
の
場
合
、
除
細
動
及
び
気
道
確
保

は
必
要
だ
が
、
現
場
で
の
特
定
行
為
は
活
動
時
間
の

延
長
に
も
つ
な
が
る
。
現
場
活
動
の
時
間
短
縮
を
図

る
た
め
、

ω隊
員
相
互
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
、
例
資

器
材
の
準
備
や
速
や
か
な
医
師
の
指
示
、
同
日
常
の

訓
練
に
お
け
る
役
割
分
担
の
理
解
の
必
要
性
が
発
表

さ
れ
た
。

救急救命第4号 10

...パネルディス力ッション

輔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
救
急
隊
員
と
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ

ン
〔
協
働
〕
」

司
会
一
日
本
産
科
大
学
附
属
千
葉
北
総
病
院
救
命
救
急

部

長

益

子

邦

洋

横
浜
市
消
防
局
救
急
課
課
長
補
佐
兼
救
急
指
導



係
長

坂
野

特
別
発
言
一
厚
生
省
健
康
政
策
局
指
導
課
主
査
川
内
敦
文

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
救
急
隊
員
と
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ

1
シ
ョ
ン
『
協
働
』
」
を
テ
ー

マ
に
、
東
京
消
防
庁
よ
り
「
東
京
消
防
庁
に
お
け
る

医
療
機
関
と
の
協
力
体
制
」
に
つ
い
て
、
仙
台
市
消

防
局
か
ら
は
「
病
院
前
救
護
体
制
に
お
け
る
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
」
に
つ
い
て
、
大
阪
府
立
泉

州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
救
急
業
務
を
医
療

と
し
て
捉
え
る
近
未
来
像
」
、
ま
た
船
橋
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
救
急
隊
と
の
連
携
は
救
命
に
大

き
く
影
響
す
る
」
の
各
報
告
が
な
さ
れ
た
。

* 

j前

こ
の
ほ
か
に
、
テ
l
マ
別
分
科
会
に
お
い
て
、
「
救

急
活
動
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」
「
応
急

手
当
の
普
及
啓
発
」
「
救
急
隊
員
の
教
育
に
つ
い

て
」
「
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
救
急
搬
送
上
の
問
題

点
」
「
消
防
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
急
搬
送
」
の
五
演

題
に
つ
い
て
発
表
と
質
疑
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
由

演
題
と
し
て
、
「
観
察
」
、
「
救
急
処
置
」
、
「
臨
床
救

急
医
学
一
病
態
・
特
殊
病
態
」
、
「
そ
の
他
」
の
四
テ

ー
マ
で
発
表
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
回
に
引
き
続
き
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
四
題
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
た
ビ
デ

オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
特
定
行
為
」
及
び
「
処
置
拡

大
九
項
目
」
及
び
「
口
頭
指
導
」
を
テ
l
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
四
題
が
放
映
さ
れ
た
。
関
心
度
の
高
い
内
容
を

リ
ア
ル
に
再
現
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
参
考
と
な

る
内
容
で
あ
っ
た
。

* 

以
上
、
様
々
な
テ
l
マ
に
お
い
て
、
有
意
義
な
内

容
の
講
演
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
裡
に

幕
を
閉
じ
た
。
ど
の
フ
ロ
ア
も
盛
況
で
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
頃
の
疑

Aテーマ別分科会

Aポスターセッション

問
点
や
発
表
内
容
に
対
す
る
質
問
も
飛
び
か
い
、
他

地
域
の
創
意
あ
る
取
り
組
み
を
自
分
た
ち
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
い
う
姿
が
感
じ
ら
れ
た
。

次
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
一

三
年
二
月
一
五
日
(
木
)

j
一
六
日
(
金
)
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
千
代
田
区
)
で
開
催
の
予
定
で

あ
る
。

-
・
・
会
場
の
声
・
・
・

11 

Aピデオセッション

O
矢
口
分
科
会
等
全
体
に
つ
い
て

・
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表

が
多
く
、
テ
ー
マ
と
し
て
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の

も
あ
り
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

会
場
か
ら
の
質
問
や
意
見
が
も
う
少
し
出
た
ほ
う

が
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
で
き
て
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
救
急
隊
員
と
し
て
日
々
の
現
場
で
直
面
す
る
問
題

や
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
他
の
本
部
の
事

例
発
表
は
今
後
の
業
務
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
都
市
消
防
の
事
例
、
地
方
消
防

の
事
例
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
0

0
ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
現
場
の
状
態
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
て
い
て

理
解
し
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

も
熱
気
に
あ
ふ
れ
で
お
り
、
救
急
隊
員
に
と
っ
て

関
心
度
の
高
い
事
例
発
表
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。



ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ロ
パ
ー
ト
2
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耳見

と
課
題
⑦

l

l

出
雲
市
外
4
町
広
域
消
閉
組
合
消
防
本
部
を
取
材
し
て
1

1

文
1

1

編
集
室

近
年
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
及
び
疾
病
構
造
の
変
化
に
と
も
な
い
、
救
急
業
務
に
対
す
る
住
民
の
期
待
が
高
ま

り
、
救
急
搬
送
件
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
効
率
的
に
救
急
業
務
を
行
い
、
早
期

パ
イ
ス
タ
ン
ダ
i
C
P
R
に
よ
る
救
命
率
の
吏
な
る
向
上
を
目
指
す
た
め
、
住
民
へ
の
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
わ
が
国
に
お
け
る
応
急
手
当
普
及
の
現
状
と
課
題
、
展
望
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る

こ
と
と
し
、
第
一
回
は
、
「
医
療
と
消
防
の
連
携
」
と
い
う
観
点
か
う
、
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
会
等
で

発
表
を
行
っ
て
い
る
出
雲
市
外
4
町
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
で
の
活
動
に
つ
い
て
取
材
し
、
併
せ
て
島
根
県
立

中
央
病
院
救
命
救
急
科
松
原
部
長
、
曽
田
看
護
婦
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

由
チ
ェ
ー
ン
@
オ
ブ
@
サ
パ
イ
パ
ル
の

確
立
を
目
指
し
て

ー
ー
ま
ず
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
方
巴
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
国
警
防
課
長
一
言
で
い
う
と
、
チ
ェ
ー
ン
・
オ

ブ
・
サ
バ
イ
バ
ル
の
確
立
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ラ
イ
ン
上
に
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動

も
位
置
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
単
に
救
命
講
習
修

了
証
を
何
枚
渡
し
た
と
か
、
高
規
格
救
急
車
を
何
台

保
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
長
い
結
果

は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

i
iと
、
い
い
ま
す
と
。

大
国
チ
ェ
ー
ン
・
オ
ブ
・
サ
パ
イ
バ
ル
の
確
立
に

は
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
活
動
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
幸
い
当
管
内
で
は
、
医
療
機
関
と
の
関
係
は
非

常
に
良
く
、
特
に
島
根
県
立
中
央
病
院
の
松
原
先
生

に
ご
協
力
と
ご
指
導
を
い
た
だ
く
一
方
、
隊
員
も

日
々
研
績
に
努
め
て
お
り
、
迅
速
な
除
細
動
、
迅
速

な
二
次
救
命
処
置
に
つ
い
て
は
充
実
し
て
い
る
と
考
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え
て
い
ま
す
。

一
方
、
迅
速
な
連
絡
、
迅
速
な
一
次
救
命
処
置
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
住
民
へ
の
指
導
そ
の
も
の
が
目

的
で
は
な
く
、
指
導
に
よ
っ
て
住
民
の
意
識
や
蘇
生

実
施
率
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
な
ど
を
分
析
し
な
が

ら
、
的
を
絞
っ
て
事
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
救
急
患
者
の
搬
送
件
数
の
増
加
に
つ
い

て
も
救
命
率
の
向
上
に
影
響
す
る
わ
け
で
、
住
民
の

意
識
改
革
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ー
ー
ー
チ
ェ
ー
ン
・
オ
フ
・
サ
パ
イ
パ
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は

ど
の
あ
だ
り
と
お
考
え
で
す
か
。

大
国
先
程
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
活
動
が
必

要
と
述
べ
ま
し
た
が
、
医
療
機
関
と
の
関
係
は
窓
口

が
一
つ
で
あ
り
、
連
携
強
化
が
図
り
や
す
い
。
し
か

し
、
住
民
に
は
様
々
な
方
が
お
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な

考
え
か
ら
す
る
と
対
住
民
は
窓
口
が
多
い
と
い
え
、

救
急
業
務
に
対
す
る
理
解
を
得
る
こ
と
は
易
く
あ
り



ま
せ
ん
。
応
急
手
当
の
普
及
の
中
で
意
識
改
革
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
三
時
間
の
講
習
で
は

パ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
応
急
手
当
の
実
施
率
は
低

く
、
実
技
指
導
の
中
に
口
頭
指
導
要
領
を
取
り
入
れ

た
り
し
、
実
施
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
段

階
で
は
チ
ェ
ー
ン
・
オ
ブ
・
サ
パ
イ
バ
ル
の
ポ
イ
ン

ト
は
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
応
急
手
当
の
実
践
に

置
い
て
い
ま
す
。

i
i実
際
の
現
場
の
万
か
ら
み
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
救
急
係
長
(
出
雲
消
防
署
)
ま
ず
、
チ
ェ
ー
ン

.
オ
ブ
・
サ
バ
イ
バ
ル
の
中
心
に
い
る
我
々
が
住
民

に
溶
け
込
ん
で
い
っ
て
接
点
を
作
る
。
一
方
、
医
療

側
は
我
々
が
搬
送
し
た
患
者
さ
ん
の
追
跡
調
査
も
大

事
で
す
し
、
今
度
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
な
さ
い
な

ど
と
教
え
て
い
た
だ
く
。
つ
ま
り
、
潤
滑
油
的
な
我
々

が
う
ま
く
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
つ
が
流
れ

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
|
医
師
、
か
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
す
。
そ
れ
を
救
急

の
現
場
で
実
行
し
、
検
証
を
行
い
窓
療
の
側
に
フ
ィ
i

ド
バ
ッ
ク
す
る

と
い
う
考
え
方

も

あ

り

ま

す

が
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

安
田
救
急
救
命

士
(
出
雲
消
防

署

)

そ

の

考

え
は
、
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
指
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
出
雲
で
は
医
療
側
か
ら
も
で
す

け
ど
、
救
急
隊
側
か
ら
も
問
題
を
提
起
し
、
そ
れ
を

医
療
側
と
共
に
検
証
し
、
実
際
の
活
動
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
方
的
な
医
療
側

か
ら
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
な
く
、
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
る
我
々
も
医
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

地
域
の
救
急
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

l
l救
急
隊
員
の
側
で
問
題
を
的
確
に
と
ら
え
て
医
療

の
側
巴
投
げ
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

加
本
総
務
課
庶
務
係
長
何
年
か
前
に
な
り
ま
す

が
、
救
命
士
の
運
用
に
当
た
っ
て
医
師
の
具
体
的
な

指
示
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
管
内
に
島
根
県
立
中
央
病
院
(
救
命
セ
ン
タ
ー
)

と
島
根
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
を
中
心
に
一
医
師
会
、
三
病
院
、
四
消
防
本
部

で
救
急
業
務
連
絡
協
議
会
を
作
り
ま
し
た
。

最
初
は
消
防
か
ら
「
救
命
士
の
就
業
前
研
修
は
ど

の
程
度
の
期
間
で
ど
ん
な
内
容
が
良
い
か
。
」
と
い

う
質
問
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
病
院
側
か

ら
、
「
救
命
士
と
医
師
の
間
で
内
容
を
協
議
し
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。
期
間
に
つ
い
て
は
、
救
命
士

と
救
急
ス
タ
ッ
フ
が
顔
な
じ
み
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
な
じ
み
が
な
い
と
指
示
を
出
し
づ
ら
い
の
で
指

示
を
行
う
二
病
院
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
、
計

二
ヶ
月
の
研
修
期
間
が
必
要
に
な
る
」
な
ど
病
院
主

導
に
よ
り
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
病
院
の
医
師
、
研
修
医
、
看
護
婦
の
救

急
ス
タ
ッ
フ
が
消
防
へ
泊
ま
り
込
み
、
救
急
隊
と
と

も
に
現
場
へ
出
場
し
現
場
体
験
研
修
を
行
う
な
ど
、

関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。

立
課
程
教
育
修
了
者
の
教
育
も
、
研
修
期
間
一
週

間
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
就

業
前
研
修
へ
の
職
員
派
遣
と
同
時
に
研
修
派
遣
す
る

こ
と
は
、
消
防
側
に
は
人
員
確
保
の
面
で
無
理
が
あ

る
し
、
病
院
と
し
て
も
受
け
入
れ
枠
に
無
理
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
「
救
急
隊
を
一
隊
三
人
程
度
に
厳
選
し
病

院
に
派
遣
、
病
院
も
救
急
隊
員
の
研
修
を
し
な
が

ら
、
救
命
事
案
に
際
し
て
は
、
医
師
を
同
乗
さ
せ
て

現
場
へ
向
か
う
と
い
う
形
は
ど
う
か
」
と
い
う
考
え

を
連
絡
協
議
会
事
務
局
へ
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
松

原
先
生
も
「
救
急
隊
を
派
遣
し
て
く
れ
れ
ば
研
修
を

行
い
な
が
ら
病
院
か
ら
医
師
を
乗
せ
現
場
へ
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
意
見
を
お
持
ち
で
、
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
我
々
行
政
に
も
問
題
が
あ
り
、

一
年
を
か
け
て
や
っ
と
形
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

す。
指
示
体
制
に
つ
い
て
も
、
病
院
の
事
務
サ
イ
ド
と

連
絡
協
議
会
事
務
局
と
の
協
議
に
、
松
原
先
生
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
容
易
に
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
島
根
県
立
中
央
病
院
と
、
そ
の
動
き
に
足
並

み
を
揃
え
て
い
た
だ
い
た
島
根
医
科
大
学
附
属
病
院

の
救
急
部
の
ご
理
解
に
よ
る
も
の
で
す
。

1
1
1
自
分
だ
ち
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
る
と
こ
ろ
巳
出

雲
消
防
の
力
を
感
じ
ま
す
。

大
国
救
急
隊
員
は
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
特
定

行
為
が
拡
大
さ
れ
た
場
合
、
再
研
修
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
拡
大
さ
れ
た
場
合
で
も
そ
れ
は
可
能
な
体

制
と
し
て
い
ま
す
。
医
療
側
が
し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
、
隊
員
の
技
術
の
見
極
め
を
し
て
い
た
だ
く

13 



こ

と

が

必

要

で
あ
り
、

h
り
ノ
、

つ
ま

一
定
期
間

病
院
で
研
修
を

受
け
な
が
ら
、

時
に
は
救
命
士

と
医
師
が
救
急

車

に

同

乗

し

て
、
現
場
で
研

修
を
し
な
が
ら

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
も
ら
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

1

1

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
先
取
り
で
す
ね
。

安
田
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
病
院
前

の
医
療
行
為
の
権
限
が
医
師
以
外
の
実
施
者
、
つ
ま

り
救
急
隊
員
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
時
、
そ
の
医
療
行
為

を
医
師
が
監
督
す
る
こ
と
で
、
本
来
医
師
が
現
場
に

出
て
行
う
べ
き
医
療
行
為
を
、
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
の

も
と
に
、
訓
練
を
受
け
た
救
急
隊
員
が
「
医
師
の
手

と
し
て
」
医
療
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

目
的
は
、
医
療
側
が
積
極
的
に
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

ケ
ア
に
関
与
し
て
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
医
療
の
質

を
保
証
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
医
師
が
病
院

で
現
場
の
救
急
隊
員
と
電
話
や
無
線
な
ど
に
よ
っ
て

連
絡
を
と
り
、
医
療
行
為
な
ど
の
指
示
を
行
う
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
救
急
医
療
体
制
の
構

築
、
救
急
隊
員
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
、
処
置

・
口
頭
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
救
急
隊
員
の
処

置
検
討
や
医
療
行
為
の
評
価
を
行
う
オ
フ
ラ
イ
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
な
か
で
救
急
隊
員
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
処
置
や
活
動
の
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
特

に
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
分
野
で
は
こ
の
検
証

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
医
学
の
世
界
で
は
事

実
に
基
づ
い
て
医
療
を
行
う
「
エ
ピ
デ
ン
ス
・
ベ
イ

ス
ド
・
メ
デ
シ
ン
」
の
理
念
の
も
と
に
医
療
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
救
急
現
場
で
も
主
観
論
で
は
な
く
、

客
観
的
に
物
事
を
検
証
し
て
い
き
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
た
活
動
が
必
要
で
す
。
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
こ
の
検
証
作
業
を
現
場
の
救
急
隊
員
と
医
療

側
と
が
連
携
し
行
う
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
作
業
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
検
証
さ
れ
た

結
果
か
ら
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
の
指
導
方
法
や
口

頭
指
導
方
法
な
ど
を
改
善
し
て
い
る
の
で
す
。

在現来月年成平

パソコンに入力した口頭指導マニュアル

応急手当普及普発活動状況

除ぞ
普通救命講習 上級救命講習 その他の講習 計

回数受講人員 回数受講人員 自数受講人員 屈数受講人員

平成7年度 20 589 41 2.856 61 3.445 

平成8年度 25 574 26 34 2.263 60 2.863 

平成9年度 30 864 27 50 2.833 81 3，727 

平成10年度 45 1，170 6 124 56 2.982 107 4.276 

平成11年度 38 721 64 3.262 102 3，983 

合計 158 3，918 8 177 245 14.196 411 18，294 

※計には、再講習受講者を含む

i
i
i次
巴
、
応
急
手
当
普
及
体
制
区
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

最
初
に
受
講
者
の
数
が
問
題
な
の
で
は
な
い
と
い
う
め

話
、
か
あ
り
ま
し
定
。
つ
ま
り
、
蘇
生
法
を
実
施
で
き
る
か

ど
う
か
が
大
事
、
だ
と
い
う
こ
と
で
す
、
か
。

安
田
単
純
に
受
講
人
数
で
勝
負
し
て
は
問
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
応
急
手
当
を
普
及
し
口
頭
指

導
を
す
れ
ば
実
施
率
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
に
異
論

な
い
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て

上
が
る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
こ
と
や
、
指
導
し
て

い
る
の
に
実
施
率
が
上
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か

と
い
う
こ
と
の
検
証
が
必
要
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
で
判
断
す
れ
ば

C
P
R
の
指
導
が

で
き
る
の
か
、
時
間
は
ど
れ
だ
け
か
か
っ
て
い
る
の

か
、
で
き
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が

あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
指

導
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
絞
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
今
で
は

住
民
に
対
し
て
「
な
に
か
あ
れ
ば
す
ぐ
一
一
九
番
し

て
く
だ
さ
い
」
と
早
期
通
報
を
重
点
的
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
救
急
患
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
分
析
し
た
結
果
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い

る
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
急
病
者
が
出
る
と

半
分
近
く
は
親
戚
や
家
族
を
呼
ん
だ
り
し
て
す
ぐ
に

電
話
を
か
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
講
習
会
の
説

明
で
も
検
証
結
果
を
具
体
例
と
し
て
出
す
と
説
得
力

が
あ
り
ま
す
。

|
|
指
令
室
と
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

高
橋
(
警
防
課
通
信
指
令
室
)
口
頭
指
導
に
つ
い
て

は
、
通
報
者
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
ず
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
報
者
が
「
呼

吸
が
あ
る
」
と
か
「
音
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パイスタンダー調査用紙

患者氏名白雪十「「
調査項目

1.患者さんの様子は、どの様な状態でしたかっ
0倒れるのを、 見た・見ていない
0音や声を、 開いた・問いていない

0一番最初に見た忠者さんの、
意識は、 有り ・ 無し

呼吸は、 有り ・ 無し

脈は、 有り ・無し

2.どの様な処薗をなされましたかっ
①人工呼吸 ②心臓マッサージ

⑤異物除去 ⑤その他(

3.その応急処置はどこで知りましたか?
①消紡署の講習会 〈主保健所の講習会 ③日本赤十字社の講習会

④学校の講習会 ⑤自動車学校の講習会 ⑤マスメディア(テレビ等)

⑦消防署からの屯話での指導 ③その他(

4 講習内容は覚えていましたかっ 諮習を受けた人のみ

①よく党えていた。

②少しj'.f:えていた。

③ほとんど党えていなし、

④電話での指導により思い出した。

5.いつごろ受諮されましたか? 諮習を受けた人のみ

①最近(いつ頃 ) 

②数年前( 年前)

③党えていない。

6.消防著書の電話での応急手当指認を受けましたかっ
①はい

②いいえ

7.消防署の電話での応急手当指導lま理解できましたか?一一一指惑を受けた人のみ
①よく理解できた。

②少し理解できた。

③わからなかった。(理由

④その他

8. 119の通報はすぐかけましたか
①すぐにかけた

②家族、関係者を呼んでからかけた

③親成、かかりつけの医院等に電話してからかけた

9.電話器の場所は
①玄関 <l:食堂・居間 ③コードレス

救急隊記入部分

A.応急処置の有効性
①有効

②有効でない

③不明

G:気道確保

分からない

分からない

分からない

③，C;、日市蘇生法

救
急
隊
が
到
着
し
た
時
に
は

C
P
A
だ
っ
た
と
い
う

よ
う
な
場
合
に
、
救
急
隊
か
ら
話
を
聞
き
ま
す
と
、

通
報
時
点
で
呼
吸
・
意
識
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い

と
い
う
、
こ
う
い
う
部
分
で
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
o

i
l
lこ
の
点
巴
つ
い
て
現
場
か
ら
み
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
患
者
搬
送
後
、
そ
ば
に
い
た
家
族
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
、

口
頭
指
導
に
対
し
て
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
か
、
わ

か
り
に
く
か
っ
た
か
と
い
う
項
目
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
全
部
分
析
し
て
い
く
と
、
何
年
か
前
に
応
急

手
当
の
講
習
を
受
け
た
が
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
場
合
で
も
、
口
頭
指
導
が
入
っ
て
く
る
と
、

思
い
出
し
て
で
き
る
。
蘇
生
法
の
実
施
率
を
上
げ
る

心電図

た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
口
頭
指
導
に
反
映
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
現
場
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
で
や
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
検
証
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
講
習
会
で
長
時
間
必
要
な
部
分
が
短
時
間
で

済
む
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
余
裕
の

出
た
時
間
を
効
果
的
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

何
を
す
る
か
と
い
う
と
、
倒
れ
る
前
の
こ
と
を
話
し

合
う
の
で
す
。
こ
の
方
法
で
予
防
的
な
こ
と
を
指
導

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

i
l講
習
会
で
は
、
到
達
目
標
の
よ
う
な
も
の
を
置
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

加
本

講
習
対
象
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
高
齢
者
の
場
合
、
一
一

O
代
の
人
と
は
違
っ
た
形

で
講
習
を
行
い
ま
す
。
一
番
問
題
に
な
る
の
が
力
業

の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
こ
れ
は
腕
力
の
使
い
方
や

重
心
の
取
り
方
を
知
る
た
め
に
、
床
を
押
し
て
体
重

を
か
け
る
練
習
を
し
て
か
ら
訓
練
人
形
を
使
い
ま

す
。
初
め
て
の
受
講
者
で
あ
れ
ば
、
一
連
の
流
れ
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

口
頭
指
導
に
つ
い
て
は
、
意
識
や
呼
吸
の
確
認
が

で
き
る
か
ど
う
か
が
ま
ず
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
初
回
の
受
講
者
と
二
回
以
上
の
受
講
者
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
背
後
か
ら
声
を
か
け
て
反
応
を
確
認

し
、
そ
れ
を
参
考
に
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
講
習
を
進

め
た
り
、
口
頭
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
人
形
の
数
の
確
保
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
出
雲
で
は
訓
練
人
形
は
、
受
講
者
三
人
に
対

し
て
一
体
で
す
。
こ
の
く
ら
い
あ
る
と
一
時
間
に
三

人
で
次
々
ま
わ
る
の
で
、
「
ぇ
、
ま
た
や
る
の
」
と

い
う
く
ら
い
何
回
も
で
き
、
体
で
覚
え
る
の
で
す
。

|
|
口
コ
ミ
で
受
講
者
が
集
ま
っ
て
く
る
そ
う
で
す

が
、
熱
心
な
の

は
何
か
地
域
性

と
い
つ
だ
も
の

が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

多
々
納
警
防
課

主

任

消

防

職

員
と
個
人
的
な

つ
な
が
り
の
あ

る
学
校
の
先
生

15 



や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
活
躍
が
あ
り
、
一
方
で
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
も
協
力
的
で
熱
心
な
方
が
い
る

の
で
す
。
他
に
も
、

J
A
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
が
い
ま
す
。

伊
藤
今
は
、
新
し
い
庁
舎
が
で
き
駐
車
場
も
十
分

あ
り
ま
す
の
で
庁
舎
で
受
講
さ
れ
る
方
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
家
の
茶
の
間
で
講
習
の
出
前

を
や
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
口
コ
ミ
で
一

O
人
だ
け
だ
が
や
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
よ
う

に
。
地
域
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
平
成
一
O
年

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
九
七
・
一
%
の

人
が
救
急
法
が
必
要
だ
と
答
え
、
五
七
・
一
%
の
人

が
救
急
法
を
受
講
し
た
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
雲
人
の
気
質
と
し
て
団
体
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
活
発
で
す
。
そ
こ
に
着
目
し
ま
し
た
。

l
l
B
応
急
手
当
普
及
活
動
の
課
題
と
問
題
点
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

多
々
納
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
か
ら
子

供
の
予
防
救
急
(
親
子
救
急
教
室
)
を
始
め
ま
し
た
。

災
害
対
策
室
を
臨
時
の
託
児
所
に
し
て
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

定
期
講
習
、
再
講
習
の
実
施
、
タ
ク
シ
ー
関
係
者

へ
の
講
習
拡
大
、
事
業
所
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
等

が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
再
講
習
が
増
え
て
き
ま
す
が
、
対
応

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
普
及
員
を
養
成

す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
同
時
に
、
資
器
材
も
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
講
習

を
低
年
齢
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
は

中
学
生
で
す
が
、
対
象
を
一
段
下
げ
て
小
学
校
高
学

年
か
ら
と
し
、
応
急
手
当
の
概
念
を
植
え
つ
け
て
お

く
。
実
技
は
や
ら
な
く
て
も
、
そ
の
概
念
だ
け
植
え

つ
け
て
お
い
て
、
中
学
校
の
保
健
体
育
で
や
っ
て
、

も
う
一
段
階
高
校
で
や
る
と
い
う
ふ
う
に
。

問
題
点
と
し
て
は
、
住
民
用
応
急
手
当
講
習
テ
キ

ス
ト
の
不
統
一
が
あ
り
ま
す
。
各
機
関
に
よ
っ
て
応

急
手
当
教
育
方
法
が
若
干
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

|
|
最
後
区
、
受
講
率
と
い
う
数
字
自
体
は
あ
ま
り
問

題
巴
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
目
標
が
あ
れ

ば
教
え
て
<
、
だ
さ
い
。

大
国
成
人
の
二
O
%
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
病
院
外
で
心
停
止
に
陥
っ
た
す
べ

て
の
傷
病
者
が
、
目
撃
者
に
よ
っ
て
適
切
な
心
肺
蘇

生
法
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す
方
針

で
す
。

1
1
1
本
日
は
、
長
時
間
に
わ
だ
り
あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
だ
。

盟
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

松
原
先
生
巴
聞
<

ー

i
出
雲
で
は
、
消
防
と
医
療
の
連
携
が
非
常
巴
良
い

と
い
う
こ
と
で
す
、
か
、
医
療
側
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
働

き
か
け
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
原
救
命
救
急
科
部
長
い
い
関
係
と
い
う
の
は
、

我
々
と
消
防
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
と
難
し
い
ん
で
す
ね
。
お
互
い
に
遠
慮
が
あ

る
と
思
、
つ
ん
で
す
。
救
急
隊
の
ほ
う
は
病
院
側
に
ど

う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ら
い
い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
敷
居

が
高
い
な
と
い
う
気
持
ち
が
、
う
ち
は
も
う
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
遠
慮
を

取
り
除
く
よ
う
に
こ
ち
ら
か
ら
働
き
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
出
雲
の
場
合
、
消
防
側
か

ら
積
極
的
な
人
が
ど
ん
ど
ん
病
院
の
な
か
に
入
っ
て

き
て
く
れ
た
と
言
っ
た
ほ
、
つ
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

|
|
消
防
側
か
ら
遠
慮
な
<
先
生
の
ほ
う
に
行
か
れ
る

よ
う
巴
な
つ
だ
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
か
。

安
田
や
は
り
、
救
命
士
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
社
会
的
に
も
組
織
内
的
に
も
自
分
が
実

践
し
て
い
か
な
く
て
は
と
い
う
気
持
ち
が
出
た
ん
で

す
ね
。
消
防
組
織
や
病
院
の
柔
軟
な
後
押
し
と
い
う

の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
叱
陀
激
励
さ
れ

な
が
ら
非
常
に
い
い
関
係
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
原
消
防
組
織
の
な
か
の
一
人
で
す
か
ら
、
あ
ま

り
出
す
ぎ
て
も
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
。
で
も

そ
の
へ
ん
が
出
雲
の
偉
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

曽
田
看
護
婦
長
自
分
の
時
間
を
使
っ
て
病
院
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
席
し
た
り
し
て
熱
心
で
す
ね
。

松
原
そ
う
い
う
意
識
改
革
が
必
要
だ
な
と
。
我
々

は
勉
強
と
い
う
と
勤
務
時
間
外
を
使
う
わ
け
で
す
。

病
院
の
中
で
医
療
従
事
者
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間

を
使
っ
て
勉
強
し
て
い
る
ん
だ
と
。
そ
こ
に
気
づ
い

て
い
た
だ
い
て
、
積
極
的
に
や
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
、
病
院
も
救
急
に
対
し
て
熱
心
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
僕
も
そ
ん
な
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な

い

で

す

ね

。

}

|
|
i
連
携
と
い
う
点
で
全
国
に
向
け
て
自
慢
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
お
話
い
だ
だ
き
定
い
の
で
す
、
か
。

曽
田
病
院
側
と
消
防
側
が
一
堂
に
会
し
て
勉
強
会
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を
聞
き
ま
し
た
。
プ

レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ

いかみ
まらん
すこな
O そが
、救

よ急、
りと
密い
接う
なこ
関と

松原部長(左)・曽田看護婦長(右)
係を
を真きと立いいとっかア
築剣な、場まとってらの
けにいいをしいなみ意側
る考んい知たけがて見と
のえでケつ O なっ、を病
だてすアて様いてき出院
といねはな々といちしの
思る O でいな思なん合側

|
|
そ
う
い
う
場
合
は
、
ド
ク
タ
ー
と
看
護
婦
と
救
急

隊
員
で
す
か
。
そ
れ
と
も
救
命
士
で
す
か
。

安
田
救
急
隊
員
と
い
う
チ

l
ム
で
す
か
ら
、
救
命

士
と
い
う
考
え
方
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
救
命
士
だ
け

が
突
出
し
て
は
い
け
な
い
し
、
特
定
行
為
三
項
臼
と

い
う
限
ら
れ
た
立
場
だ
け
で
そ
れ
以
外
は
同
じ
と
い

う
こ
と
で
、
救
命
士
以
外
の
救
急
隊
員
も
参
加
す
る

勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

松
原
全
国
的
に
は
、
ま
だ
良
い
関
係
の
で
き
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

救
急
に
専
従
す
る
医
者
が
い
な
い
と
い
け
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
病
院
側
か
ら
消
防
側
に
も
う
少

し
働
き
か
け
な
い
と
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
最
近
話
題
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
病
院
側
か
ら
消
防

側
に
も
っ
と
働
き
か
け
る
人
が
い
な
い
と
い
け
な

い
。
消
防
側
か
ら
入
っ
て
く
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
。
遠
慮
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

安
田
扉
を
開
放
し
て
い
る
病
院
ド
ク
タ
ー
が
い
な

が
ら
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
地
域
も
多

い
で
す
か
ら
ね
。
組
織
の
な
か
で
は
自
分
勝
手
に
出

ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
医
療
側
だ

け
と
い
う
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
国
自
慢
で
き
る
こ
と
を
一
口
に
い
い
ま
す
と
、

こ
の
地
域
で
は
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
た
だ
け
る
態
勢
が
す
で
に
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

松
原
正
式
な
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
十
分

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
態
勢

は
で
き
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

大
国
さ
ら
に
、
チ
ェ
ー
ン
・
オ
ブ
・
サ
バ
イ
パ
ル

の
四
つ
の
輸
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
消
防
組
織
の
中

で
も
通
信
な
り
救
急
隊
な
り
が
し
っ
か
り
つ
な
が
っ

て
い
な
い
と
具
合
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

|
|
先
生
の
ほ
う
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
・
オ
ブ
・
サ
パ
イ

パ
ル
巴
つ
い
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

松
原
特
に
、
住
民
教
育
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
一
回
や
二
回
講
習
を
受
け
て
そ
の
場
で
ぱ

っ
と
体
が
動
く
か
と
い
う
と
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
難
し

い
で
し
ょ
う
ね
。

大
国
医
療
側
が
こ
う
し
て
松
原
先
生
の
よ
う
な
か

た
で
、
救
急
業
務
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
い
う
の
が

ま
ず
大
前
提
だ
と
思
い
ま
す
。

|
|
先
生
の
側
か
ら
み
て
ち
一
生
懸
命
や
っ
て
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
、
か
、
あ
え
て
要
望
を
出
さ
れ
る
と

し
だ
ら
何
で
し
ょ
う
か
。

松
原
消
防
組
織
と
し
て
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
や
る
気
の
あ
る
人
を
重
用
し
て
い
く
。

田
舎
で
小
さ
な
消
防
で
す
か
ら
、
消
防
も
救
急
も
と

い
う
兼
務
で
す
よ
ね
。
専
従
化
と
い
う
の
も
大
き
な

消
防
な
ら
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
小

さ
な
消
防
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

安
田
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
ー

し
て
い
く
と
楽
し
い
面
が
多
い
で
す
ね
。
も
っ
と
み

ん
な
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
物
事
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

松
原
病
院
側
の
受
け
入
れ
も
壁
を
設
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
周
り
か
ら

見
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
病
院
は
来
る
の
を

拒
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

ー
l
救
急
の
様
々
な
揚
で
こ
う
い
う
こ
と
を
し
だ
ら
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
提
案
、
か
あ
り
ま
し
定

ら
、
是
非
出
し
て
い
だ
、
だ
き
だ
い
の
で
す
、
ガ
。

曽
田
み
な
さ
ん
が
救
急
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
今
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
、
立
場
が
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

松
原
学
会
な
ど
で
各
消
防
の
内
輪
話
を
す
る
ん
で

す
が
、
同
じ
顔
ぶ
れ
な
ん
で
す
。
来
る
人
は
熱
心
な

ん
で
す
ね
。
学
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
お

互
い
に
交
流
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

ー
ー
ー
あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
定
。
本
当
巴
短
時
間
で

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
へ
ん
で
失
礼
さ
せ
て
い

だ
、
だ
き
ま
す
。
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「
揮
で
さ
す

ー
癒
し
の
パ

第

4
E

フ
ォ

l
マ
ン
ス

撫
で
る
、

癒
し
の
身
体
表
現

撫
で
さ
す
り
四
百
四
病
で
は
げ
給
ひ

江
戸
時
代
の
川
柳
で
あ
る
。
古
く
か
ら
お
寺
の
廊

下
な
ど
に
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
た
「
お
び
ん
ず

る
」
(
賓
頭
慮
尊
者
)
の
木
像
は
、
病
気
の
者
が
自

分
の
患
部
と
同
じ
場
所
を
「
撫
で
さ
す
り
」
、
そ
の

手
で
自
分
の
患
部
を
撫
で
る
と
病
気
が
治
る
と
信
じ

ら
れ
て
き
た
。
多
く
の
人
の
手
で
撫
で
ら
れ
た
そ
の

木
像
は
頭
と
い
い
足
と
い
い
、
い
た
る
と
こ
ろ
は
げ

て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

撫
で
る
の
は
仏
像
だ
け
で
な
く
、
「
撫
牛
」
と
い

っ
て
寺
社
の
境
内
に
あ
る
牛
の
石
像
を
撫
で
た
り
、

祈
祷
を
受
け
た
石
な
ど
で
患
部
を
撫
で
る
こ
と
も
多

、v
神
仏
に
な
に
か
願
い
事
を
か
け
祈
り
を
捧
げ
る
と

き
、
人
は
手
を
合
わ
せ
、
妻
銭
を
供
え
、
お
札
や
お

守
り
を
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
自
分
の
願
い

文一立川昭二
北里大学名誉教授

ブ口フィール

たっかわ しょうじ

医療史専攻。文化史-生活史

の視点かう病気・医療を追

究。主な著書に、『病気の社

会史j(NH Kプ、ツクス)r歴
史紀行・死の風景j(朝日新

聞社)r臨死のまなざしj(新
潮社)rか5だの文化誌j(文
璽春秋)r生と死の現在j(岩
波書居)r日本人の死生観J
(筑間書房)など。

や
祈
り
の
心
の
深
さ
や
強
さ
を
表
す
た
め
に
、
自
分

の
か
ら
だ
で
そ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
。

た
と
え
ば
、
信
仰
す
る
地
蔵
や
菩
薩
の
か
ら
だ
を

「
洗
う
」
と
い
う
し
ぐ
さ
が
あ
る
。
東
京
の
巣
鴨
の

「
と
げ
抜
き
地
蔵
」
に
あ
る
観
音
さ
ま
は
水
を
か
け

タ
オ
ル
で
洗
う
。
す
る
と
病
人
の
苦
患
も
洗
い
浄
め

ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
地
蔵
の
か
ら
だ
に
紙

を
貼
っ
た
り
、
護
摩
の
火
を
渡
っ
た
り
、
祈
祷
を
受

け
た
下
着
を
付
け
た
り
、
人
形
な
ど
を
流
し
た
り
す

る
。
い
ず
れ
も
癒
し
の
身
体
表
現
(
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
)
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
今
日
の
日
本
で
も
っ
と
も
多
く
見

ら
れ
る
の
は
、
さ
き
の
「
お
び
ん
ず
る
」
の
よ
う
に

「
撫
で
さ
す
る
」
と
い
う
し
ぐ
き
で
あ
る
。
最
近
は

「
お
ぴ
ん
ず
る
」
と
は
別
に
、
「
な
で
ぼ
と
け
」
と
か

「
お
さ
す
り
地
蔵
」
な
ど
、
撫
で
る
専
門
の
も
の
が

置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

明
治
の
初
め
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
モ

l
ス
は
、

浅
草
寺
で
仏
像
を
撫
で
る
日
本
人
を
観
察
し
、
不
衛

生
な
民
間
信
仰
に
驚
く
と
と
も
に
、
仏
像
の
減
り
具

合
の
部
位
か
ら
推
測
し
て
日
本
に
眼
病
や
胃
腸
病
や

足
腰
の
病
気
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
と
記
し
て
い

る
。
西
洋
に
も
イ
エ
ス
を
は
じ
め
国
王
な
ど
に
よ
る

手
を
当
て
て
病
人
を
癒
す
触
手
療
法
(
ロ
イ
ヤ
ル
・

タ
ッ
チ
)
が
あ
る
が
、
撫
で
る
例
は
少
な
い
。

日
本
人
は
「
撫
で
る
」
と
い
う
し
ぐ
さ
が
た
い
へ

ん
好
き
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
外
国
人
の
よ
う
に
成

人
す
る
と
握
手
、
接
吻
、
抱
擁
と
い
う
他
人
の
か
ら

だ
に
触
れ
る
風
習
を
も
た
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
病
苦

を
癒
し
て
く
れ
る
神
仏
に
祈
願
す
る
と
き
、
神
仏
に

遠
慮
会
釈
な
く
触
れ
、
さ
わ
り
、
撫
で
、
そ
の
欲
求

を
充
た
そ
う
と
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
撫
で
る
」
と
い
う
し
ぐ
さ
に
は
、
「
触
れ
る
」
「
さ
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わ
る
」
に
よ
る
認
知
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

能
に
加
え
、
痛
み
を
な
だ
め
、
苦
し
み
を
和
ら
げ
る

「
癒
し
」
と
い
う
現
実
的
な
意
味
と
働
き
が
あ
る
。

ま
た
「
な
で
る
」
は
「
な
(
和
こ
の
タ
行
活
用
と

い
わ
れ
、
「
な
ぐ
」
「
な
ご
む
」
「
な
ぐ
さ
め
る
」
「
な

だ
め
る
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
と
同
根
で
あ
る
。
日
本

人
に
と
っ
て
「
撫
で
る
」
こ
と
は
神
仏
を
慰
め
鎮
め
、

さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
痛
み
や
苦
し
み

を
な
だ
め
和
ら
げ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

看
護
(
ケ
ア
)
の
こ
と
を
「
手
当
て
」
と
い
う
。

手
当
て
は
手
を
当
て
る
こ
と
で
あ
る
。
手
を
当
て
る

こ
と
は
癒
し
の
原
点
で
あ
る
。
病
苦
を
癒
そ
う
と
願

う
と
き
、
苦
し
み
悲
し
み
を
わ
け
合
お
う
と
す
る
と

き
、
そ
し
て
愛
を
祈
り
合
う
と
き
、
人
は
思
わ
ず
た

が
い
に
触
れ
合
い
撫
で
さ
す
る
の
で
あ
る
。

「
撫
で
さ
す
り
」

巴
癒
さ
れ
だ
江
藤
淳

平
成
一
一
年
七
月
二
日
、
妻
の
死
後
七
カ
月
経

っ
た
こ
の
目
、
文
芸
評
論
家
江
藤
淳
は
病
苦
を
理
由

善光寺(長野市)

に
自
殺
し
た
。
そ
の
直
前
に
書
い
た
遺
書
と
も
い
え

る
「
妻
と
私
」
(
『
文
塞
春
秋
』
平
成
一
一
年
五
月
号
)

に
次
の
一
節
が
あ
る
。

急
須
を
手
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
折
角
こ
こ
ま

で
来
た
の
だ
か
ら
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、
と

げ
抜
き
地
蔵
ま
で
参
詣
に
行
っ
た
。
確
か
に
高
齢

者
の
多
い
善
男
善
女
に
立
ち
ま
じ
っ
て
両
手
を
合

わ
せ
て
い
る
う
ち
に
、
涙
が
込
み
上
げ
て
来
た
。

自
分
は
何
故
こ
こ
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
?
も
ち
ろ
ん
家
内
が
、
恢
復
す
る

こ
と
の
な
い
病
気
に
擢
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
一
分

一
秒
と
時
が
経
つ
う
ち
に
、
家
内
の
生
命
は
奪
わ

れ
つ
つ
あ
る
。
早
く
帰
っ
て
、
病
院
に
行
っ
て
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
と
げ
抜
き
地
蔵
の
境
内

で
時
を
過
ご
し
て
い
る
の
は
、
祈
っ
て
い
る
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
て
み
る
と
自
分
が
、
こ
の

私
が
祈
り
を
信
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

妻
が
が
ん
で
死
の
宣
告
を
受
け
た
夫
は
っ
き
っ
き

り
で
看
病
す
る
が
、
そ
の
合
聞
に
巣
鴨
の
「
と
げ
抜

き
地
蔵
」
に
お
参
り
に
行
く
。
そ
れ
も
あ
の
人
一
倍

理
知
の
か
っ
た
江
藤
淳
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
も
大

学
の
「
帰
り
に
と
げ
抜
き
地
蔵
に
参
詣
し
て
、
身
代

わ
り
地
蔵
の
お
札
を
い
た
だ
い
て
」
い
る
。
そ
の
と

き
彼
は
「
お
地
蔵
さ
ま
が
病
人
の
身
代
わ
り
に
な
っ

て
下
さ
る
と
い
う
の
だ
が
、
自
分
が
家
内
の
身
代
わ

り
を
志
願
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
か
け
て
、

ハ
ッ
と
し
た
」
と
真
情
を
も
ら
し
て
い
る
。
そ
の
お

札
を
彼
は
妻
の
ベ
ッ
ド
の
下
に
で
も
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
ソ

I
ッ
と
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
:
・
・
。

「
と
げ
抜
き
地
蔵
」
は
巣
鴨
の
高
岩
寺
の
境
内
に

「おびんする」

あ
る
東
京
で
も
っ
と
も
名
高
い
お
地
蔵
さ
ん
。
寺
の

縁
起
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
に
重
病
に
か
か
っ
た
女

お
す
が
た

が
地
蔵
の
不
思
議
な
御
影
で
快
癒
し
、
ま
た
あ
る

女
中
が
針
を
飲
ん
だ
が
こ
の
御
影
の
紙
を
飲
ん
だ
と

こ
ろ
針
が
御
影
に
刺
さ
っ
て
出
て
き
た
。
以
後
、
と

げ
抜
き
地
蔵
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
境
内
に
は
水
で
洗
う
と
霊
験
が
あ
る
と

い
う
洗
い
観
音
が
あ
る
。

江
藤
淳
は
、
さ
き
の
「
妻
と
私
」
の
後
半
で
、
見

舞
い
に
来
た
妻
の
親
友
の

M
夫
人
が
妻
の
手
を
取

り
、
そ
の
手
を
い
つ
ま
で
も
「
撫
で
さ
す
り
」
な
が

ら
語
り
か
け
て
い
る
光
景
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る。

相
変
わ
ら
ず
M
夫
人
は
、
自
分
の
整
形
外
科
の

通
院
日
に
な
っ
て
い
る
水
曜
と
い
う
と
、
か
な
ら

ず
病
室
に
立
ち
寄
っ
て
一
時
間
余
り
家
内
を
見
舞

っ
て
く
れ
た
。

「
あ
な
た
は
そ
こ
へ
掛
け
て
、
少
し
お
休
み
な

さ
い
」
と
、
ま
ず
私
を
椅
子
に
掛
け
さ
せ
て
、
し

ば
ら
く
仮
眠
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

そ
し
て
、
自
分
は
ベ
ッ
ド
脇
の
粗
末
な
折
畳
み

椅
子
に
腰
掛
け
て
家
内
の
手
を
取
り
、
限
り
な
い

優
し
さ
を
込
め
て
そ
の
手
を
い
つ
ま
で
も
撫
で
さ

す
り
な
が
ら
語
り
か
け
て
い
る
。
女
性
同
士
の
友

情
の
表
現
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
心
を
打
つ
光
景
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
感
動
し
て
い
る
う
ち
に
短
い

ま
ど
ろ
み
が
や
っ
て
来
る
。

評
論
家
江
藤
淳
は
、
妻
の
看
と
り
で
「
撫
で
る
」

と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
癒
し
の
「
文
化
」
に
接
し

て
感
動
し
、
そ
し
て
彼
自
身
癒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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救急救命士をめざす人たちへ

救
急
救
命

MESSAGE 

消
揚
職
員

救
急
救
命
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
一

O

年
。
昭
和
三
八
年
に
救
急
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当

時
の
単
な
る
搬
送
業
務
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
救
急

隊
員
に
よ
る
九
項
目
の
業
務
範
囲
の
拡
大
を
経
て
、

救
急
救
命
士
が
誕
生
。
現
在
で
は
質
量
と
も
に
業
務

の
内
容
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
救
急
に
寄
せ
る
期
待
は
、
急
速
な

高
齢
化
や
介
護
医
療
と
い
っ
た
環
境
変
化
の
流
れ
の

中
で
ま
す
ま
す
増
大
し
、
救
急
活
動
の
存
在
意
義
が

一
段
と
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
期
待
に

応
え
る
べ
く
当
研
修
所
で
は
六
ヶ
月
の
研
修
を
通
じ

て
養
っ
た
知
識
、
技
術
、
そ
し
て
人
間
性
を
救
急
救

命
士
の
現
場
で
十
分
に
発
揮
し
て
も
ら
え
る
人
材
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

O
研
修
前

当
研
修
所
で
は
、
入
所
直
後
プ
レ
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
前
に
ど
れ
だ
け
学
習
し

ざ
す

救急救命東京研修所

メ
ッ
セ
ー
ジ

文一一野畑俊暁

て
き
た
か
を
確
認
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
テ
ス
ト
で
成
績
の
良
く
な
い
人
は
や
は
り
授
業
が

進
む
に
つ
れ
、
理
解
で
き
ず
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
「
入
所
す
れ
ば
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
か
「
六

ヶ
月
の
期
間
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
甘
く
考
え
る

人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
事
前
に
勉
強
を
し

た
人
と
し
て
い
な
い
人
の
差
は
授
業
が
進
め
ば
広
が

る
ば
か
り
で
す
。
事
前
勉
強
を
十
分
に
し
て
お
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
標
準
E
課

程
は
も
ち
ろ
ん
救
急
救
命

士
標
準
テ
キ
ス
ト
を
何
回

も
読
み
、
あ
る
程
度
理
解

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
入
所
前
の
基
礎
学
力

が
入
所
後
の
勉
強
に
大
き

く
左
右
す
る
の
で
す
。

訓練に励む研修生

O
研
修
中

入
所
す
れ
ば
、
「
救
急

救
命
士
と
な
っ
て
尊
い
人

命
を
一
人
で
も
多
く
助
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け
、
地
域
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
強
い
決
意
と
意
欲

を
持
っ
て
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、
身
体
的
、
精
神

的
に
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
修
中
は
郷

里
の
家
族
と
離
れ
て
六
ヶ
月
間
一
人
で
寮
生
活
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
環
境
が
急
に
変
わ
る

た
め
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
い
た
り
、
成
績
が
思

う
よ
う
に
上
が
ら
ず
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
等

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
自
身
の
手

で
打
破
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
救
急
救
命
士
と
な
っ
て
現
場
で
活
躍
す
る
た
め
に

は
、
自
ら
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
の
研
修
生
活
の
中
で

培
っ
て
頂
き
た
い
。
国
家
試
験
合
格
と
い
う
こ
と
だ

け
が
目
的
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
で
は
、
勉
学
よ
り

も
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
重
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
研
修
生
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
皆
と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
良
い
人
間
関

係
、
よ
り
多
く
の
仲
間
作
り
を
し
て
頂
き
た
い
。
こ

の
研
修
生
活
で
自
分
に
無
い
も
の
、
欠
け
て
い
る
も

の
は
積
極
的
に
他
の
人
か
ら
学
び
、
情
報
交
換
や
刺

激
を
し
合
っ
て
一
人
ひ
と
り
切
瑳
琢
磨
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

実
習
に
あ
た
っ
て
は
、
訓
練
人
形
を
生
体
と
思
っ

て
愛
護
的
に
そ
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
当
研
修
所
で
は
、
救
急
救
命
士
が
行
う

特
定
行
為
の
技
術
向
上
の
た
め
に
訓
練
を
し
て
い
ま

す
が
、
特
定
行
為
が
確

実
に
で
き
れ
ば
十
分
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
行

為
は
救
急
救
命
士
が
行

う
手
技
の
一
つ
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
特

定
行
為
が
う
ま
く
で
き

て
も
的
確
な
判
断
、
観

察
と
基
本
的
な
技
術
が

伴
わ
な
け
れ
ば
救
命
に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
尊

い
命
を
救
う
た
め
に
は

訓
練
に
お
い
て
も
現
場

と
同
じ
気
持
で
臨
む
こ

と
で
す
。

訓練後の検討会

O
研
修
後

卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
救
急
救
命
士

に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
国
家
試
験
に
合
格

後
、
病
院
に
お
い
て
就
業
前
実
習
を
終
了
し
て
初
め

て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
格
取
得
後
も
自
己
研
鐙
に
励
み
、
救
急
救
命
士

と
し
て
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
を
目
指
し
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
中
心
的
担
い
手
と
し
て
生
涯

に
わ
た
り
勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す。
以
上
の
と
お
り
当
研
修
所
に
お
い
て
は
、
救
急
救

命
士
の
養
成
に
あ
た
り
、
救
急
救
命
士
と
し
て
活
躍

す
る
た
め
に
必
要
な
高
度
、
か

っ
、
専
門
的
な
医
療
知
識
と
レ

ベ
ル
の
高
い
救
急
救
命
処
置
の

修
得
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
勿

論
、
人
間
性
豊
か
な
良
識
を
備

え
た
救
急
隊
員
と
し
て
自
覚
と

責
任
を
持
て
る
よ
う
な
教
育
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
救
急
救
命
士
を
目

指
す
人
に
お
願
い
し
た
い
の

は
、
救
急
救
命
士
国
家
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
は
大
き
な
目
標

の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
到
達
点
で
は
な
く
新
た
な

出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。

医師の講評

21 



福
間
県
北
九
州
市
消
防
局

山
崎
祐
介

九
州
研
修
所

(
E
L
S
τ
A
)
の
一

O
期
生
の
五
人
に

寮
生
活
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

L 

地
域
に
よ
り
食
べ
物
が
違
う
で
し
ょ

う
。
食
べ
物
が
お
い
し
い
と
開
い
た
の

で
九
州
研
修
所
に
来
ま
し
た
。

研
修
所
は
い
ろ
ん
な
地
域
の
食
事
を

作
っ
て
く
れ
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
だ

け
ど
消
防
で
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
自
慢
料
理
が
自
分
で
作
れ
る
と
い

し
な
。

E S 

ラ
ー
メ
ン
も
ご
飯
も
合
わ
な
い
と
先

輩
か
ら
聞
い
て
い
た
。
米
が
ま
ず
か
っ

た
ら
親
元
か
ら
取
り
寄
せ
て
皆
に
ふ
る

ま
お
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
寮
の
ご
飯

は
お
い
し
か
っ
た
。
水
だ
け
は
ち
ょ
っ

と
と
い
う
感
じ
。

沖
縄
に
は
独
特
の
食
文
化
が
あ
り
ま

す
が
、
水
は
硬
水
で
ま
ず
い
で
す
。
こ

ち
ら
で
は
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
。

水
も
そ
こ
そ
こ
の
味
。

T 

沖
縄
県
浦
添
市
消
防
本
部

稲
福
真

二
重
県
伊
賀
北
部
消
防
本
部

福
岡

大

神

奈

川

県

椙

模

原

市

消

防

毒

白

石

龍

郎

新
潟
県
柏
崎
地
域
消
防
本
部

山
崎
定
義

皆
寮
の
水
が
お
い
し
い
?

A

寮
の
食
事
は
、
量
は
た
っ
ぷ
り
あ
る

が
、
味
は
合
わ
な
い
。
色
が
濃
い
の
は

苦
手
だ
な
。

し
量
は
多
い
で
す
ね
。
体
力
を
使
わ
な

い
の
に
。
残
す
と
悪
い
な
l
と
。
食
べ

て
太
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

正
三
キ
ロ
以
上
太
る
と
問
題
だ
よ
。
夕

食
の
時
聞
が
二
時
間
半
と
長
い
の
で
、

遅
く
な
る
と
肉
な
ん
か
固
く
な
っ
て
ま

ず
い
。

T

談
話
室
に
あ
る
「
チ
l
ン
」
が
食
堂

に
も
あ
る
と
い
い
の
に
ね
。

S

醤
油
が
甘
い
。
関
東
は
あ
っ
さ
り
し

た
味
で
す
。

し
自
分
は
鹿
児
島
の
醤
油
を
使
っ
て
い

ま
す
。
溜
ま
り
醤
油
に
似
て
い
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
苦
く
な
い
。
醤
油
は
馴
染
み

(
抗
議
)

が
あ
る
の
で
、
皆
持
っ
て
き
て
い
る
の

か
な
と
思
っ
た
口

沖
縄
で
は
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
野
菜

チ
ャ
ン
プ
ル
を
食
べ
て
い
る
け
ど
、
こ

こ
は
サ
ラ
ダ
や
お
ひ
た
し
ぐ
ら
い
。
週

末
モ
ツ
鍋
屋
で
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
も
や

し
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ソ
ー
ス
は
ど
う
で
す
か
。
こ
こ
は
ウ

ス
タ
ー
だ
け
で
、
ト
ン
カ
ツ
や
中
濃
が

な
い
。
料
理
の
味
付
け
に
ウ
ス
タ
l
は

使
う
が
、
か
け
る
の
は
ト
ン
カ
ツ
か
中

濃
だ
よ
。
冷
え
た
天
ぷ
ら
に
は
ト
ロ
ト

ロ
し
た
ト
ン
カ
ツ
が
い
い
。

う
ち
は
ウ
ス
タ
l
。
天
ぷ
ら
は
ウ
ス

T E A 
タ
!
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
。

T 

沖
縄
は
豚
、
そ
れ
も
脂
身
が
多
く
厚

く
切
っ
た
も
の
を
食
べ
る
の
で
、
寮
の

豚
汁
が
出
る
と
、
何
杯
も
お
か
わ
り
し

た。

L 

朝
食
の
メ
ロ
ン
パ
ン
、
漬
物
を
食
べ

な
が
ら
、
き
つ
い
な
と
思
う
。
コ
ッ
ベ

に
ジ
ャ
ム
な
ら
分
か
る
け
ど
。

私
は
メ
ロ
ン
パ
ン
食
べ
ま
す
よ
。

タ
ケ
ノ
コ
、
蓮
根
、
里
芋
そ
れ
に
鶏

肉
が
入
っ
た
煮
物
、
お
い
し
い
で
す

ね
。
他
の
人
が
残
し
た
も
の
を
貰
っ
て

食
べ
て
い
る
。

筑
前
煮
、
こ
ち
ら
で
は
ガ
メ
煮
と
言

っ
て
い
る
。

東
研
(
東
京
研
修
所
)
に
は
「
刺
身

定
食
」
が
あ
る
と
聞
く
け
ど
、
こ
ち
ら

は
な
い
。
魚
が
お
い
し
い
の
に
も
っ
た

い
な
い
な
。

寮
で
刺
身
を
食
べ
な
く
て
も
、
寮
を

出
れ
ば
、
日
の
前
に
何
で
も
あ
る
。
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S 

魚
は
お
い
し
い
ね
。

沖
縄
は
海
に
固
ま
れ
て
、
魚
が
お
い

し
い
で
し
ょ
う
と
、
よ
く
言
わ
れ
る
け

ど
魚
は
こ
ち
ら
が
お
い
し
い
。
沖
縄
の

魚
は
煮
物
で
も
原
色
。
(
笑
い
)

マ
グ
ロ
は
関
東
が
お
い
し
い
ね
。
ヵ

ブ
ト
焼
き
を
せ
せ
り
な
が
ら
食
べ
る
の

た
ま
ら
な
い
ね
。

丁S 

関
東
で
は
締
め
サ
パ
だ
け

ど
、
こ
っ
ち
は
サ
パ
の
刺
身

や
ゴ
マ
サ
パ
が
い
い
。

T
ゴ
マ
サ
パ
っ
て
種
類
の
サ

パ
が
出
て
く
る
と
思
っ
た

ら
、
サ
パ
に
ゴ
マ
が
か
か
っ

て
い
た
。
(
笑
い
)

S

E

さ
ん
と
一
緒
に
刺
身
の

盛
り
血
を
食
べ
た
と
き
、
九

州
の
ふ
ぐ
は
切
り
口
も
厚
い

し
、
色
も
違
う
ね
。
キ
モ
も

あ
る
。
痔
れ
る
か
な
と
言
い

な
が
ら
食
べ
た
。

E

そ
し
た
ら
、
か
わ
は
ぎ
と

言
わ
れ
、
大
笑
い
し
た
。
(
笑
い
)

沖
縄
で
は
乾
杯
の
後
、
ご
飯
と
味
噌

汁
を
出
し
て
も
ら
い
、
腹
八
分
に
し
て

か
ら
飲
み
ま
す
。
こ
ち
ら
で
そ
れ
を
し

た
ら
、
酒
は
も
う
飲
ま
な
い
の
?

言
わ
れ
て
。 E 

筑豊炭田華やかなりし時か5の折尾駅裏の飲食街

T A 

そ
の
飲
み
方
い
い
ね
。
食
べ
な
が
ら

飲
む
と
、
食
い
物
を
け
つ
こ
う
残
す
。

も
っ
た
い
な
い
。

と

S 

九
州
は
酒
を
置
い
て
な
く
、
焼
酎
だ

け
と
言
わ
れ
、
大
変
だ

1
と
思
っ
て
い

た。

L 

酒
は
ど
こ
で
も
置
い
て
あ
る
で
し
ょ

、q
j
o

E 

最
初
に
芋
焼
酎
を
お
湯
割
で
飲
ん
だ

と
き
、
余
り
の
臭
さ
に
鼻
を
摘
ん
で
し

ま
っ
た
。

な
れ
る
と
お
い
し
い
よ
。

こ
っ
ち
に
来
て
、
芋
焼
酎
が
飲
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。

米
や
麦
の
焼
酎
も
あ
る
け
ど
、
芋
に

な
れ
る
と
、
他
の
焼
酎
は
水
の
よ
う
な

感
じ
。
さ
っ
ぱ
り
し
す
ぎ
で
す
。

こ
こ
に
来
て
二

O
O
人
が
、
土
地
土

地
の
酒
や
焼
酎
、
そ
れ
に
珍
味
を
持
っ

て
き
て
、
ど
う
ぞ
と
一
言
わ
れ
る
の
は
い

しA 丁S A 

い
ね
。だ
け
ど
、
鮒
鰭
・
馴
れ
寿
司
と
臭
い

の
も
あ
る
。

研
修
所
周
辺
に
は
い
ろ
ん
な
と
こ
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
食
べ
物
屋
も
遊
ぶ
と

こ
ろ
も
。

E S 

来
る
前
に
「
博
多
中
洲
が
近
く
て
い

い
な
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
来
て
み
る

と
遠
I
い
遠

I
い
。
(
笑
い
)

小
倉
の
方
が
近
い
。

こ
こ
は

J
R
し
か
な
い
。
だ
け
ど
、

こ
こ
は
駅
ま
で
歩
い
て
も
そ
ん
な
に
な

い
で
し
ょ
、
っ
。

交
通
の
使
も
い
い
で
す
。
遠
く
に
行

E L S 

E 
か
な
く
て
も
、
半
径
一
キ
ロ
の
円
内
で

何
不
自
由
な
く
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
。

飲
む
と
こ
ろ
、
食
う
と
こ
ろ
完
壁
だ

か
ら
。

A 

遠
く
へ
行
っ
て
も
同
じ
ゃ
も
ん
な
。

自
転
車
の
エ
ル
ス
タ
号
に
乗
っ
て
海

に
行
っ
た
者
が
い
る
っ
て
聞
い
て
い

る。

E S 

遠
く
へ
行
く
と
道
に
迷
う
。
迷
っ
た

と
き
折
尾
駅
行
き
の
パ
ス
が
見
つ
か
れ

ば
一
生
懸
命
追
い
か
け
て
い
け
ば
い
い

け
ど
、
パ
ス
が
な
い
と
こ
ろ
は
困
っ

た。

E 

折
尾
駅
に
初
め
て
降
り
た
と
き
、
迷

子
に
な
り
ま
し
た
。
鉄
道
が
上
下
に
鉄

状
に
複
走
し
て
い
て
、
言
わ
れ
た
と
お

り
に
進
ん
だ
つ
も
り
が
、
反
対
側
に
出

て
し
ま
っ
た
。

この奥に大学、高校が立ち並13¥学園大通り(角!こELSTA)

T 

折
尾
駅
は
博
多
、
小
倉
に
次
い
で
九

州
で
三
番
目
に
利
用
客
が
多
い
駅
と
聞

い
て
い
た
の
だ
け
ど
、
夜
で
も
ゾ
ロ
ゾ

ロ
降
り
て
い
ま
す
。

学
生
が
多
い
で
し
ょ
う
。
女
子
高
生

も
、
女
子
大
生
も
い
っ
ぱ
い
だ
ね
。

学
生
の
町
だ
か
ら
、
ビ
デ
オ
屋
も
散

髪
屋
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
る
し
、
薬
屋
も
困

ら
な
い
。

L T S 

こ
ち
ら
に
来
て
、
一
番
驚
く
の
は
安

い
こ
と
。
こ
ん
な
に
食
べ
て
、
こ
れ
で

い
い
の
っ
て
感
じ
。

焼
酎
い
れ
で
も
一
、
二

O
O
円
と
か

で
、
ピ
ッ
ク
リ
。

A E 

で
も
、
金
曜
の
夜
な
ん
か
、
学
生
に

占
領
さ
れ
て
し
ま
う
。
焼
鳥
屋
さ
ん
な

ん
か
入
れ
な
い
ね
。

た
ま
に
土
曜
日
の
夜
、
部
屋
で
ゆ
っ

く
り
し
た
い
と
き
、
ス
ー
パ
ー
で
刺
身

を
買
う
の
だ
け
ど
、
新
鮮
で
安
い
。
ま

た
百
円
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
っ
て
、
何
で
も

揃
う
。
後
輩
に
は
裸
で
来
て
も
大
丈
夫

と
話
そ
う
。

研
修
所
前
を
右
に
行
っ
て
も
左
に
行

っ
て
も
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
か
ら
、
何
を

す
る
に
も
困
ら
な
い
。

研
修
所
の
周
り
の
モ
ツ
鍋
は
、
本
当

に
う
ま
い
で
す
ね
。

郷
里
に
は
な
い
。
だ
け
ど
「
研
修
生

で
す
か
、
安
く
し
と
き
ま
す
よ
」
と
言

っ
て
く
れ
る
。
庖
に
よ
っ
て
は
、
研
修

23 
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E 
生
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

研
修
生
定
食
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

斜
め
前
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
、
昼
に

コ
I
ス
を
研
修
生
向
け
に
七
五

O
円
で

出
し
て
く
れ
る
。
デ
ザ
ー
ト
に
ケ
ー
キ

ま
で
出
る
よ
。

A L 

イ
ン
ド
カ
レ

l
の
庖
は
、
研
修
生
が

行
く
と
、
消
費
税
を
取
ら
な
い
で
す
。

い
ろ
ん
な
庖
が
あ
っ
て
い
い
よ
ね
。

関
西
料
理
の
屈
が
あ
っ
た
り
、
モ
ツ
鍋

屋
あ
り
、
焼
鳥
屋
あ
り
で
。
満
月
の
夜

は
半
額
と
い
う
庖
が
あ
る
よ
ね
。
(
笑

い
)だ
け
ど
、
言
葉
が
ど
う
か
な
と
思
っ

て
い
た
。
九
州
弁
が
あ
る
ん
や
な
と
。

「
な
ん
と
か
バ
イ
」
「
な
に
な
に
ケ

ン
」
「
チ
ャ
ウ
」
と
か
「
ナ
ン
シ
ョ
ト

ネ
」
と
か
言
い
ま
す
よ
ね
。
酔
っ
ぱ
ら

っ
て
何
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と

き
が
あ
る
。

九
州
の
言
葉
、
喧
嘩
し
て
い
る
み
た

い
に
聞
こ
え
ま
せ
ん
か
。

女
の
子
が
使
、
っ
と
、
か
わ
い
い
で
す

ト
品
。

丁A S L S A 

そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
関
西
の
方
が
き

つ
い
。福
岡
と
東
京
で
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
そ
ん
な
に
違
い
は
な
い
ん
で
す
。

言
葉
自
体
が
違
う
か
も
し
れ
な
い
け

と。

E T 

こ
こ
は
そ
う
で
も
な
い
け
ど
、
能
…

本
、
大
分
、
鹿
児
島
と
方
言
け
つ
こ
う

あ
り
ま
す
よ
。
鹿
児
島
の
人
、
最
初
何

言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
県

人
同
士
が
喋
っ
て
い
る
と
、
暗
号
か
と

思
っ
た
。

S 

こ
こ
で
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
て
い
る

と
、
気
が
つ
く
と
地
元
の
言
葉
と
ゴ
チ

ヤ
ゴ
チ
ャ
に
な
っ
て
喋
っ
て
い
る
D

話
違
っ
て
、
俺
お
前
の
仲
で
「
ア
ホ
」

「
ア
ホ
ヤ
ナ
」
と
よ
く
使
う
ん
や
け
ど

九
州
で
は
「
ア
ホ
」
は
き
つ
い
こ
と
な

ん
や
ね
。
関
西
で
は
ア
ホ
は
冗
談
。
パ

カ
は
か
な
り
の
こ
と
。

関
東
で
は
「
パ
カ
で
な
い
?
」
と
か

軽
く
使
う
け
ど
、
ア
ホ
と
言
わ
れ
る
と

抵
抗
が
あ
る
。

パ
カ
も
ア
ホ
も
一
緒
じ
ゃ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
家
族
を
連
れ
て
来
た
と

き
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
連
れ
て
い

っ
た
。
小
さ
い
子
は
遊
べ
な
い
と
聞
い

て
い
た
け
ど
、
と
ん
で
も
な
い
。
一
日

遊
べ
た
。
だ
け
ど
ピ
ッ
ク
リ
し
た
。
朝

十
時
で
夕
方
五
時
と
し
ま
る
の
が
早

い
。
ま
だ
明
る
い
の
に
。

冬
だ
か
ら
か
な
。

皆
さ
ん
、
結
構
家
族
を
呼
ん
で
い
ま

す
よ
。博
多
も
J
R
で
直
ぐ
だ
し
、
別
府
も

一
時
間
半
で
、
温
泉
に
入
っ
て
日
帰
り

も
で
き
る
。

A E しE A しT L 

こ
の
辺
に
は
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と

S 
足
を
伸
ば
せ
ば
、
温
泉
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
。

熊
本
に
も
行
き
ま
し
た
。
城
を
見
て

阿
蘇
で
一
泊
し
ま
し
た
。
自
分
ら
の
と

こ
か
ら
、
九
州
に
来
る
こ
と
め
っ
た
に

な
い
も
ん
ね
。

次
に
来
る
人
の
た
め
に
、
申
し
送
り

書
を
書
い
て
お
か
な
い
と
。
こ
こ
の
屈

は
安
い
。
あ
そ
こ
は
ボ
ラ
れ
る
と
か
、

夜
見
る
と
分
か
ら
な
い
け
ど
、
昼
だ
と

妖
怪
が
い
る
庖
と
か
。
(
笑
い
)

ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
一
一
一
日
う
な
!

た
だ
こ
ち
ら
は
風
が
寒
い
な
。
関
東

に
比
べ
る
と
冷
た
い
。

私
が
暑
い
と
言
、
っ
と
、

T
さ
ん
は
寒

い
と
い
う
。
出
身
地
の
差
は
大
き
い
。

沖
縄
か
ら
こ
こ
に
来
る
と
、
外
に
出

る
の
は
命
が
け
で
す
よ
。

雪
が
よ
く
降
る
ね
。

こ
ん
な
に
降
る
の
は
め
ず
ら
し
い
。

普
通
は
こ
ん
な
に
降
ら
な
い
。

私
の
と
こ
、
盆
地
ゃ
し
な
。
雪
は
ま

1
バ
ラ
バ
ラ
。
夏
暑
い
わ
、
冬
寒
い
わ
。

寮
生
活
を
結
構
楽
し
み
ま
し
た
ね
。

だ
け
ど
、
こ
ん
な
に
楽
し
め
る
の
も
、

皆
入
所
前
に
勉
強
し
て
き
た
か
ら
。

私
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
標
が
沢
山
の

友
達
を
持
つ
こ
と
。
お
か
げ
で
全
国
ネ

ッ
ト
が
張
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ら
で
終
わ

り
と
し
ま
し
ょ
う
。

在A E S T E L A E 

第9回全国救急隊員シンポジウム開催のお知らせ

対象者4 開催日

全面の消防職員(救急隊員友び関係職員))
 
-(
 

平成13年2月15日閥、 16日(到の2日間

(2) 都道府県及び消防学校の関係職員開催場所2 

その他医療関係者(3) 東京都千代田区丸の内 3-5-11東京国際フォーラム」

開催規模5 催主3 

3，000人程度東京消防庁・財団法人救急振興期団
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ド
イ
ツ
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

-・ Eよ ~JIL圃.一-ロ1..
-・.......司
昼」‘a・
一ー
厄 4・・・~一
一ー

|日l
一
ιifi司E
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一ー

一一ー←.  ・・・・・・・・・・・・h ヨョ.

は
じ
め
に

今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
最
近
の
救
急

医
療
体
制
を
視
察
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
、
特

に
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
救
急
医
療
体
制
に
お
い
て
救

急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
か

を
中
心
に
視
察
を
行
っ
た
。
視
察
を
行
っ
た
国
は
ド

イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
三
国
で
あ
っ

た
。
訪
問
施
設
は
以
下
の
三
ヶ
所
の
救
急
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
運
用
施
設
で
あ
っ
た
。

一
ク
リ
ス
ト
ア
け
救
急
ヘ
リ
基
地
(
ド
イ
ツ
一
マ

イ
ン
ツ
市
、
マ
イ
ン
ツ
大
学
医
学
部
附
属
病
院

内
)

二
ク
リ
ス
ト
ア
ォ
ル
ス

3
救
急
医
療
専
用
ヘ
リ
基

地
(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
ノ
イ
シ
ユ
タ
ッ
ト
市
空
港

内
)

位
救
急
ヘ
リ
体
制
に
つ
い
て

荻
野
隆
光
川
崎
医
科
大
学
救
急
医
学
教
室
講
師

小
潰
啓
次
川
崎
医
科
大
学
救
急
医
学
教
室
教
授

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
・
ロ
ン
ド

ン
病
院
基
地
(
英
国
一
ロ
ン
ド
ン
市
、
ロ
イ
ヤ
ル

・
ロ
ン
ド
ン
病
院
内
)

各
施
設
に
お
い
て
は
、
そ
の
運
用
責
任
者
及
び
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
講
義
の
受
講
及
び
懇
談
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
運
用
状
況
と
救
急
医
療
体
制
と
の

か
か
わ
り
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で

は
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
市
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
そ
の
救
急
ヘ
リ
体
制
に
つ
い

て
述
べ
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の

訪
問
施
設
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
一
一
年
度
海
外
救

急
事
情
調
査
報
告
書
(
欧
州
編
)
」
(
救
急
振
興
財
団

発
行
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ロ
ン
ド
ン
市
の
救
急
医
療
体
制

(
戸
。
ロ
品
。
ロ
〉

Bσ
己
記
円
。
∞
号
〈
付
。
)
同
)

N

)

① 

構
成
ス
タ
ッ
フ

心
口
町
凶
日
目
。
(
同
〉
日
ず
己
mwHHの
め
吋
め
の
『
尽
の

-
m
H
H
(
Q
A

T
)

一
高
卒
の
資
格
が
あ
れ
ば

Q
A
T
に
な
る
コ

ー
ス
を
受
け
ら
れ
る
。
教
育
期
間
は
一
年
間
で
あ

る
。
そ
の
間
に
、
一
五
逓
間
の
講
義
が
あ
り
、
三

週
間
の
基
礎
コ

l
ス
、
三
週
間
の
救
急
車
運
転
訓

練
コ

1
ス
、
九
週
間
の
救
急
医
学
教
育
コ

l
ス
か

ら
な
っ
て
い
る
。
基
礎
コ

I
ス
で
は
ロ
ン
ド
ン
の

救
急
サ
ー
ビ
ス
一
般
、
患
者
の
搬
送
方
法
、
心
肺

蘇
生
の
基
礎
等
を
学
ぶ
。
最
後
の
九
週
間
で
は
、

医
学
の
基
礎
で
あ
る
解
剖
、
病
態
生
理
の
ほ
か
広

く
救
急
疾
患
の
診
断
治
療
の
基
礎
を
修
得
す
る
。

そ
の
後
に
試
験
を
パ
ス
す
る
と
、
救
急
室
で
指
導

25 



者
の
も
と
最
低
二
O
回
の
日
当
直
実
習
を
こ
な

す
。
そ
の
後
は
、
救
急
車
に
配
属
さ
れ
て
指
導
者

の
も
と
で
実
習
を
繰
り
返
す
。
そ
の
聞
に
定
期
的

に
評
価
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

3
5
5包
-nh
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
養
成
学
校

が
あ
る
が
、
定
員
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
入
校

す
る
の
に
推
薦
状
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
入
校
前

に
確
実
に
卒
業
で
き
る
能
力
が
あ
る
か
試
験
、
面

接
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

六
週
間
の
講
義
(
解
部
、
生
理
、
薬
理
、
病
態

生
理
等
)
の
後
試
験
に
合
格
す
る
と
、
四
週
間
病

院
の
手
術
室
、

I
C
U
、
C
C
U
、
救
急
室
で
実

習
を
す
る
。
手
術
室
で
は
最
低
二
五
回
の
静
脈
路

確
保
、
二
五
回
の
気
管
内
挿
管
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
六
ヶ
月
間
救
急
車
に
乗
っ

て
実
習
を
繰
り
返
す
。
そ
の
後
に
、
パ
ラ
メ
デ
イ

ッ
ク
と
し
て
適
性
か
ど
う
か
が
評
価
さ
れ
る
。

パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
は
医
師
の
指
示
が
な
く
て
も

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
従
っ
て
処
置
を
行
う
場
合
に

は
、
気
管
内
挿
管
、
静
脈
路
確
保
、
除
細
動
、
骨

髄
内
輸
液
等
を
一
歳
以
上
の
患
者
に
施
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
て
一
定

の
期
間
(
二
週
間
の
集
中
教
育
)
の
教
育
を
受
け

る
と

H
E
M
S
(救
急
ヘ
リ
)
の
パ
ラ
メ
デ
イ
ツ

ク
と
し
て
ロ

l
テ
l
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
狂

② 

E
M
S
の
勤
務
は
約
三
ヶ
月
間
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
救
急
サ
ー
ビ
ス

HL()ロ
門
戸
。
ロ
〉
Eσ
巳
h

告
の
め
∞
2
i
B
(
L
A
S
)

は
赤
十
字
が
運
営
し
て
い
る
。
そ
こ
に
所
属
す
る

パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
の
数
は
現
在
八
四
O
名
ほ
ど
で

あ
る
。
現
場
出
動
用
救
急
車
に
は
、

Q
A
T
あ
る

い
は
可
向
山
自
包
片
が
計
二
名
同
乗
し
て
い
る
。
現

場
出
動
用
救
急
車
は

L
A
S
に
四

0
0
台
あ
り
、

そ
の
ほ
か
に
患
者
搬
送
用
が
二
五
七
台
あ
る
。
そ

の
他
、
特
殊
車
両
と
し
て
一
一
台
の
玄
O
B月
三
Z

F凶
ω宮
口
ω
o
d
E
Z
(
M
R
U
S
)
、
九
ム
ロ
の
司
問
中

日。門日付

HNgucロ
z

d
巴
Z
(
P
R
U
S
)
、
二
台

の
災
害
時
出
動
用

F
5お
g
a
。。

E
5
-
〈

σEI

己
2
(
E
C
V
S
)
、
四
台
の
何
B
R
m
m出。
M1ω
口一匂，

H)02
〈

σ
F
E
g
(
E
S
V
S
)
な
ど
が
あ
る
。

③

0
0
コ吉一〉ヨ
u
c
E
コ0
0
0
0
2
5
一
(
C
A
C
)

負
傷
者
及
び
急
病
人
に
対
す
る
救
急
車
要
請
は

電
話
九
九
九
番
を
通
し
て
、
す
べ
て
こ
の

C
A
C

に
入
っ
て
く
る
。
の
お
巳
R

F

c
ロ
号
ロ
地
域
で
人

口
七
O
O
万
人
あ
り
、
こ
の
地
域
で
救
急
車
要
請

が
毎
日
約
二
、

0
0
0
1
三、

0
0
0
件
あ
る
。

C
A
C
の
ス
タ
ッ
フ
は
救
急
の
内
容
及
び
緊
急
度

を
把
握
し
て
適
切
な
救
急
車
両
を
現
場
に
派
遣
す

る
。
救
急
車
以
外
の
現
場
出
動
車
(
機
)
と
し
て

ζ
2
C
R
u
-
n
Z
H
N
g
u
oロ
ωσ

口
巳
Z
(
M
R
U
S
)
、

司

R
m
B包
片
岡
g
u
oロ
g

d
巳
Z
(
P
R
U
S
)
及

び
回
忌
8
1
2
回
出
。
円
程
ロ
ミ
豆
色
付
山
-
ω
2
i
s

(
H
E
M
S
)
が
あ
る
。

H
E
M
S
に
つ
い
て
は

救
急
ヘ
リ
搬
送
の
項
で
詳
述
す
る
。

救
急
対
応
の
目
標
一
ロ
ン
ド
ン
市
民
の

L
A
S

へ
の
要
望
を
満
た
す
た
め
に
、
以
下
の
目
標
を
挙

げ
て
い
る
。

ω
市
民
が
九
九
九
番
コ
ー
ル
し
た
ら
五
秒
以
内

に
返
事
を
す
る
確
率
を
九
八
%
に
す
る
。

ω
救
急
車
要
請
が
あ
っ
て
か
ら
、
救
急
車
出
動

指
示
を
出
す
ま
で
の
時
聞
が
三
分
以
内
の
割
合

を
全
体
の
九
五
%
に
す
る
。

回
救
急
車
要
請
か
ら
一
四
分
以
内
に
現
場
に
救

急
車
が
到
着
で
き
る
割
合
を
全
体
の
九
O
%
に

す
る
。

制
救
急
車
要
請
か
ら
八
分
以
内
に
現
場
に
到
着

で
き
る
割
合
を
全
体
の
五
O
%
に
す
る
。

参
考
一
宮
。

g
月
三
日
σ
問。
ω旬。ロ
ωσ
巴
巳
Z
(
M
R
U
S
)

一
九
九
一
年
か
ら
運
用
開
始
さ
れ
た
。
現
在

一
一
台
の
一
、
一

0
0
α
バ
イ
ク
が
六
ヶ
所
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
道
路
が

渋
滞
し
て
い
て
も
現
場
に
容
易
に
短
時
間
で
到

着
で
き
る
の
で
、
救
急
要
請
か
ら
短
時
間
で
応

急
処
置
が
開
始
で
き
る
こ
と
か
ら
、
交
通
渋
滞

の
激
し
い
ロ
ン
ド
ン
市
街
地
で
は
有
効
に
機
能

し
て
い
る
。
現
在
二
七
名
の
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

が
こ
の
任
務
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
バ
イ
ク
に
は
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、
除
細
動

器
、
酸
素
ボ
ン
ベ
、
吸
引
器
、
救
急
蘇
生
薬
品

等
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
運
行
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
一
一
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

④
救
急
専
属
医
師
の
教
育

〉
2
E
m
wロ
片
山
口
門
日
開
B
R向。
R
U
1
U岳
山
片
付
目
。
ロ
件

(
A
&
E
)
の
専
門
医
に
な
る
た
め
に
は
、
他
の

専
門
科
と
同
様
に
約
一
O
年
か
か
る
。
卒
後
一
年

は
イ
ン
タ
ー
ン
を
行
い
、
そ
の
後
二

j
三
年
間
は

問。

5
。
。
践
の
め
円
と
し
て
各
科
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
。
そ
の
後
、
専
門
科
で
五
年
研
修
す
る

お
宮
巳
丘
町
仲
間
。
区

2
5円
)
。
そ
の
後
に
二
年
間
研

究
に
従
事
す
る
。
以
上
の
後
に
専
門
医
(
の

g己
'

救急救命第4号 26



g
E
)
と
し
て
仕
事
が
で
き
る
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム

zo一一0
0
豆
R
m
ヨ∞
6

0
コ
の
可
室
。
丘
一
の
山
一

ωO吋く一
0
0

(
英
国
一
ロ
ン
ド
ン
市
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ロ
ン
ド

ン
病
院
内
)
ま
)

ロ
ン
ド
ン
の
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
は
問
。
-r

g立
旬
開
B
2
m
O
R
M
1
冨
包
片
山
-
∞

R
i
2
(
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
)
か
ら

H
E
M
S
(
ヘ

ム
ズ
と
発
音
す
る
)
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
リ
ポ
ー

ト
は
ロ
ン
ド
ン
市
街
の
西
部
に
あ
る
問
。
ヨ

-
F
S
'

号
ロ
出
oω
口
洋
包
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
搭
乗

ス
タ
ッ
フ
は
病
院
屋
上
の
待
機
室
に
常
駐
す
る
。
救

急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
の
F
o
ロ
号
ロ
〉

E
ず
平

日山口のめ∞
q
i
B
(
L
A
S
)
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。
ロ
ン
ド
ン
市
街
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
は
こ

こ
だ
け
で
あ
る
。
半
径
約
二
五
マ
イ
ル
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。
運
航
時
間
は
朝
七
時
半
か
ら
日
の
入
り
ま

で
で
あ
る
。
年
間
約
一
、

0
0
0
件
の
出
動
が
あ
る
。

対
象
と
な
る
患
者
は
た
だ
ち
に
救
急
処
置
を
必
要
と

す
る
外
因
性
疾
患
(
主
に
外
傷
患
者
)
の
み
で
あ
る
。

約
五
O
%
は
交
通
事
故
の
患
者
で
あ
る
。
医
師
は
と

き
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
地
か
ら
現
場
ま
で
二

0
0

メ
ー
ト
ル
も
走
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
に
医
療

器
材
、
薬
品
等
を
簡
単
に
運
べ
る
よ
う
に
ト

l
マ
ス

バ
ッ
ク
と
い
う
救
急
医
療
専
用
バ
ッ
グ
に
収
納
し
て

い
た
。
(
写
真
①
)

使
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
種
は
ド

l
フ
ァ
ン
で
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
常
時
二
名
で
運
航
し
て
い
る
。
そ
れ

に
医
師
一
名
、
パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
一
名
が
同
乗
す

る
。
情
報
セ
ン
タ
ー

(hg可
巳
〉
日
σ己
告
の
め
の
。
中

可。-一

C
A
C
)
か
ら
出
動
の
可
令
が
あ
る
と
二
分

で
離
陸
し
、
平
均
約
一
O
分
で
現
場
に
到
着
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
ロ
ン
ド
ン
地
域
に
お
け
る

H
E
M
S
の

経
験
で
は
、
ど
ん
な
に
建
物
が
密
集
し
て
い
る
地
域

で
も
七
五
%
の
場
合
に
現
場
か
ら
二

0
0
メ
ー
ト
ル

以
内
に
着
陸
で
き
る
。

常
時
パ
イ
ロ
ッ
ト
二
名

で
運
航
し
て
い
る
の

は
、
都
心
部
の
高
層
ビ

ル
密
集
地
で
も
可
能
な

着
陸
場
所
を
な
る
べ
く

現
場
近
く
に
捜
し
安
全

に
着
陸
す
る
た
め
で
あ

る。
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は

H
E
M
S
を
ロ

l
テ

l

ト
し
て

H
E
M
S
の
機

能
を
十
分
理
解
し
た
パ

ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
が
常
に

一
名
常
駐
し
て
い
る
。

そ
の
パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク

は
∞
ロ

2
E
H
E
E
o
E

ロ
2
昨

(
S
I
D
)
と

い
う
特
設
ブ

l
ス
で
市

民
が
電
話
番
号
九
九
九

を
通
し
て

C
A
C
に
救

急
要
請
し
て
く
る
の
を

モ
ニ
タ
ー
し
て
お
り
、

E
E
M
S
が
必
要
と
判
断
す
る
と
た
だ
ち
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
出
動
を

H
E
M
S
に
指
示
す
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
。

H
E
M
S
現
場
出
動
の
基
準
は
プ
ロ
ト
コ

l
ル
に

な
っ
て
い
る

(
8
1
)
。
そ
の
内
容
は
、
外
傷
患
者
を

い
か
に
効
果
的
に
救
助
し
救
命
率
向
上
及
び
社
会
復

帰
に
つ
な
げ
る
か
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。HEMSの待機室で救急医にトーマスパックの説明を受ける参加者①
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999 Call Taker Protocols for HEMS Dispat疋h

i 999 Call 

図1

Priori匂2Call

After taking call details pass caller to SID for 
Immediate Dispatch of HEMS 

Call types: 
・RTA's
• Stabbings 
• AII Shootings 
• Burns I Scalds 
• Falls from height 
・Electrocution
• Industrial Accidents 
• Fire I Smoke inhalation 
• Explosions 
• Persons Trapped 
• Assault -unconscious 
・Hangings

Priority 1 Call 

After taking call details pass caller to SID for 
Immediate Dispatch of HEMS 

Call types: 

• One Under (train) 
・Fall> 2 floors 
• RT A Occupant Ejected 
・RTAAssociated Fatality 
• Drownings 
• other Emergency Service request 

豆

E
M
S
専
属
の
救
急
医
師
は
常
時
四
人
で
日
替

わ
り
交
替
で
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。

H
E
M
S
の
医

師
は
救
急
専
属
あ
る
い
は
麻
酔
科
、
外
科
の
専
属
医

(
問
。
阿
佐
可
月
一
卒
後
四

1
一
O
年
目
の
医
師
)
が
数

ヶ
月
間
ず
つ
ロ

l
テ
l
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
他
の
病
院
か
ら
も
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

我
々
が
訪
問
し
た
と
き
に

H
E
M
S
の
施
設
を
案
内

し
て
く
れ
た
医
師
は
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
他
の
研
修
病

院
芦
。
、
H
，
F
O
B
g
出
。
弓
宮
山
の
救
急
専
属
医
で
あ
っ

た
。
五

E
M
S
の
研
修
は
人
気
が
あ
り
希
望
者
が
多

く
、
な
か
な
か
ロ

l
テ
l
ト
の
順
番
が
回
っ
て
こ
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
地
域
に
は

A
&
E
の
あ
る
公
立
病

院
が
一
二

O
あ
る
。
そ
の

う
ち
脳
外
科
が
あ
る
の

は
七
病
院
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、

J¥ 

リ
ポ

Road Traffic Accident 

ト
の
あ
る
病
院
は
数
ケ

所
に
す
ぎ
な
い
。

L
A
S
に
所
属
す
る

パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
の
数

は
現
在
約
八

0
0名
お

り
、
そ
の
な
か
で

H
E

M
S
で
仕
事
の
で
き
る

資
格
の
あ
る
の
は
因
。

名
程
度
で
あ
る
。
パ
ラ

メ
デ
イ
ツ
ク
に
な
っ
て

一
定
の
期
間
(
二
週
間

の
集
中
教
育
)
の
教
育

を
受
け
る
と

H
E
M
S

の
パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
と

し
て
ロ

1
テ
l
ト
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

RTA 

こ
こ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
運
航
の
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
は
国
が
維
持
費
と
し

て
毎
年
二
万
ポ
ン
ド
拠
出
し
て
い
る
。
一
方
ヴ
ァ
ー

ジ
ン
航
空
会
社
が
年
聞
に
一
万
ポ
ン
ド
拠
出
し
て
い

る
と
い
う
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
航
空
会
社
は
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
宣
伝
効
果
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
全
体
が
赤
で
そ
れ
に
自
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
と
い

う
文
字
が
大
き
く
機
体
に
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、

HEMSで使用されている救急ヘリコブター前で説明を受ける参加者

救:患救命第4号 28

写真②

ヴ
ァ
ー
ジ
ン
航
空
会
社
の
ホ
ー
ム
ア
ド
レ
ス
も
書
か

れ
で
あ
っ
た
。
(
写
真
②
)

一
九
九
六
年
に
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま

で
の

H
E
M
S
の
実
績
を
評
価
し
て
、
以
後
H
E
M

S
を
継
続
す
る
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
代
わ
る
よ
り
経

済
性
の
高
い
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
か
の

検
討
が
な
さ
れ
た
。



一
番
の
問
題
は
そ
れ
ま
で
ヘ
リ
を
提
供
し
て
い
た

新
聞
社
「
デ
イ
リ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
手
を
引
く

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
ヘ
リ
提
供
者
が
出
現

し
な
い
場
合
、
ヘ
リ
を
地
方
自
治
体
(
こ
の
場
合
ロ

ン
ド
ン
市
)
が
購
入
し

H
E
M
S
を
継
続
す
る
経
済

的
余
裕
が
あ
る
か
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
、
デ
イ
リ

ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
を
引
き
継
い
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
航

空
会
社
が
ヘ
リ
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
現
在
も
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
の
救
急
亙
療
に

H
E
M
S
が
活
躍
し
て
い
る
。

そ
の
時
の

H
E
M
S
継
続
に
否
定
的
な
意
見
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

①
医
師
が
現
場
で
緊
急
処
置
を
す
る
必
要
の
あ
る

重
篤
な
外
傷
患
者
全
体
の
六

O
%し
か

H
E
M
S

で
対
応
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
救
急
ヘ
リ
の

出
動
が
日
中
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
天
候
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ロ
ン
ド
ン

市
内
の
場
合
、
現
場
に
二
四
時
間
出
動
可
能
な
ド

ク
タ
ー
ヵ

l
の
シ
ス
テ
ム
を
主
要
な
病
院
を
ベ
ー

ス
に
構
築
す
る
方
が
経
済
的
で
あ
る
。

②

H
E
M
S
が
出
動
す
る
と
、
病
院
に
収
容
す
る

ま
で
の
時
聞
が
救
急
車
だ
け
で
収
容
す
る
場
合
よ

り
長
く
か
か
る
。
現
場
で
の
緊
急
処
置
を
重
視
す

る
場
合
に
は
こ
れ
を
必
要
な
時
間
延
長
と
認
め
ら

れ
る
が
、
あ
る
専
門
家
に
よ
る
と
ほ
と
ん
ど
の
場

合、

H
E
M
S
が
現
場
で
時
間
を
か
け
て
処
置
を

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
予
後
が
改
善
し
た
か
と
い
う

と
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
っ

た
。
む
し
ろ
、
患
者
を
短
時
間
に
病
院
に
搬
送
し

た
方
が
予
後
は
い
い
と
の
判
断
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
九
四
年
に
限
っ
て

H
E
M
S
と
L
A

S
の
成
果
を
比
較
し
た
∞
宮
岳
巳
仏
大
学
の
研
究
結
果

で
は
、
患
者
の
救
命
率
及
び
生
存
者
の
予
後
に
つ
い

て
統
計
学
的
に
明
ら
か
な
有
意
差
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
個
々
の
症
例
を
吟
味
す
る
と

一
ヶ
月
に
一
回
の
割
合
で

H
E
M
S
で
現
場
に
医
師

が
行
っ
て
処
置
し
た
こ
と
が
、
患
者
の
救
命
に
有
効

で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
。

患
者
一
名
が
救
命
さ
れ
て
社
会
復
帰
し
た
場
合
、

そ
の
人
が
社
会
復
帰
し
て
か
ら
退
職
す
る
ま
で
に
払

う
税
金
が
国
家
に
対
し
て
救
命
医
療
が
与
え
た
利
益

と
考
え
ら
れ
る
。
一
ヶ
月
に
一
人
の
患
者
が
救
わ
れ

て
、
社
会
復
帰
し
て
国
家
に
与
え
た
利
益
が

H
E
M

S
を
一
ヶ
月
運
航
す
る
費
用
に
見
合
う
だ
け
の
金
額

に
な
る
と
す
れ
ば

H
E
M
S
の
運
航
は
国
家
に
と
っ

て
有
益
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

H
E
M
S

の
創
始
者
自
岳
民
〔
日
開
R
E
E医
師
の
意
見
で
あ
っ

た。

ま
と
め

今
回
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
う
ち
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運

航
状
況
及
び
そ
の
救
急
医
療
体
制
と
の
か
か
わ
り
と

い
う
観
点
か
ら
視
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
固
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
救
急
ヘ
リ
運
航
の
必

要
性
が
地
域
社
会
に
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
で
あ
る
地
上
の
救
急
医
療
体
制
と

う
ま
く
協
調
し
な
が
ら
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
た
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

救
急
ヘ
リ
運
航
の
歴
史
は
ド
イ
ツ
が
三

O
年
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
が
一
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
が
二
二
年
に
な

る
。
い
ず
れ
の
国
で
も
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
救
急

医
療
体
制
の
一
部
と
し
て
完
全
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
印
象
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
救

急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
何
ら
か
の
理
由
で
廃
止
さ
れ
れ

ば
、
救
急
医
療
体
制
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
状
況
に

あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
必
要
不

可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
後
日
開
い
た
話
で
あ

る
が
、
最
近
ド
イ
ツ
の
あ
る
州
で
経
済
的
な
問
題
か

ら
救
急
ヘ
リ
基
地
の
一
つ
を
閉
鎖
す
る
計
画
が
出
さ

れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
地
域
住
民
の
反
対
が

あ
っ
て
閉
鎖
す
る
計
画
は
却
下
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
救
急
医
療
体
制
の
な
か
に
救
急

ヘ
リ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
ド
イ
ツ
の

一
般
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
ト
フ

η
は
そ
の
周
囲
の
救
急
ヘ

リ
基
地
と
競
合
す
る
の
で
な
く
、
協
調
し
て
機
能
し

て
い
た
。
ま
た
、
救
急
車
、
ド
ク
タ
ー
ヵ
!
と
も
そ

の
機
能
分
担
を
う
ま
く
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
出
動
指
示
に

従
っ
て
す
べ
て
の
救
急
車
及
び
救
急
ヘ
リ
が
機
能
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
体
制

が
本
邦
に
比
較
す
る
と
非
常
に
充
実
し
て
い
る
と
い

え
る
。
と
い
う
の
も
、
州
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
報
か
ら
一

0

1
一
五
分
以
内
に
医
療
行
為
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
州
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
は
徹
底
し
た
早
期
治
療
開

始
に
よ
る
患
者
の
早
期
回
復
、
そ
し
て
医
療
費
の
削

29 



減
を
目
指
し
た
理
論
的
な
考
え
が
徹
底
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
た
。
こ
れ
に
類
似
し
た
救
急
医

療
に
対
す
る
姿
勢
が
、
他
の
二
国
に
お
い
て
も
認
め

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
邦
の
救
急
医
療
を
改
善
す
る

う
え
で
参
考
に
す
る
べ
き
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
救
急
医
療

体
制
で
は
、
医
師
が
救
急
現
場
に
行
っ
て
適
切
な
医

療
行
為
を
開
始
す
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
医
師
が
い
か
に
早
く
救
急
現
場
に
到

着
で
き
る
か
を
追
求
し
た
と
き
に
、
医
師
を
現
場
に

出
動
さ
せ
る
手
段
と
し
て
救
急
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
ヵ

l
(
N
E
F
あ
る
い
は

Z
2
R伴
者
お

g)
が
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
そ
の
ど
れ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ

の
う
ち
の
複
数
が
現
場
に
急
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
そ
の
他
の

二
国
に
お
い
て
も
、
救
急
患
者
に
な
る
べ
く
早
く
医

師
に
よ
る
処
置
を
開
始
し
救
命
率
及
び
予
後
を
改
善

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
た
。

そ
れ
は
、
ひ
い
て
は
、
急
激
に
膨
張
す
る
霞
療
費
削

減
の
努
力
の
表
れ
で
あ
り
、
参
考
に
す
る
べ
き
点
で

あ
る
と
思
わ
れ
た
。

今
回
救
急
ヘ
リ
運
航
の
行
わ
れ
て
い
る
三
ヶ
国
を

視
察
し
た
目
的
の
一
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
救
急

ヘ
リ
の
有
用
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
、

特
に
医
療
経
済
性
に
つ
い
て
の
評
価
に
つ
い
て
調
査

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ

の
国
に
お
い
て
も
明
確
な
医
療
経
済
性
に
つ
い
て
の

回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
岳
民
ロ
え

ωR'

is-」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
救
命
率
や

社
会
復
帰
率
は
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
善
し
悪
し
だ
け

で
は
な
く
、
救
急
患
者
受
け
入
れ
病
院
の
機
能
、
医

師
の
能
力
そ
の
他
多
く
の
因
子
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
ド

ク
タ
ー
カ

1
と
救
急
ヘ
リ
を
比
較
し
て
、
ど
ち
ら
が

医
療
経
済
性
が
高
い
か
を
簡
単
に
数
字
で
評
価
す
る

こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
を
統

計
学
的
に
行
う
た
め
に
は
、
患
者
受
け
入
れ
病
院
の

機
能
、
医
師
の
能
力
等
を
す
べ
て
同
じ
と
仮
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
所
詮
無
理
が
あ
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
救
急
ヘ
リ
が
救
急
医

療
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
長
く
機
能
す
れ
ば
、
そ

れ
は
そ
の
地
域
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ロ
イ
ヤ
ル
ロ
ン
ド
ン
病
院
の
H
W
R
E
B医

師
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
救
急
ヘ
リ
の
有
効
性
を

評
価
す
る
た
め
に
は
、
救
急
ヘ
リ
を
運
航
す
る
地
域

の
救
急
医
療
体
制
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
救
急
ヘ
リ
で
対
応
し
た

個
々
の
患
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
救
急
ヘ
リ
の
効

用
が
あ
っ
た
か
を
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
た
。

パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
の
教
育
を
み
る
と
、
ド
イ
ツ
及

び
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
実
習
に
多
く
の
時
間
を
と

っ
て
お
り
、
救
急
現
場
に
医
師
が
到
着
し
て
い
な
い

場
合
に
は
自
ら
の
判
断
で
静
脈
路
確
保
、
救
急
薬
品

の
投
与
、
気
管
内
挿
管
、
除
細
動
等
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
の
『
包
ロ

C
同

2
2守
色
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
こ
と
で
、
救
命
率

を
向
上
す
る
手
段
と
し
て
当
然
の
事
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
邦
に
お
け
る
救
急
救
命
士
の
教
育
時
間
は
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
比
較
し
て
大
差
な
い
。
し

か
し
、
実
技
の
習
得
及
び
患
者
の
病
態
判
断
能
力
を

習
得
す
る
た
め
の
臨
床
実
習
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
東
京
、
開
山
で
救
急
救
命

士
の
病
院
実
習
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
が
、
彼
ら
の

重
症
度
判
断
能
力
は
か
な
り
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

た
が
、
静
脈
路
確
保
と
い
っ
た
手
技
的
な
経
験
が
極

端
に
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
現
在
の
救
急
救
命
士
の
行
え
る
医
療
行

為
が
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
今
後
本
邦
に
お
け

る
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
医
療
レ
ベ
ル
改
善
の
た
め
に

は
、
救
急
専
属
医
が
積
極
的
に
現
場
に
出
動
し
救
急

救
命
士
に
現
場
で
実
技
を
指
導
す
る
等
に
よ
っ
て
、

救
急
救
命
士
の
医
療
行
為
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
た
。
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ー
教
育
訓
練
事
業

各
都
道
府
県
を
通
し
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
(
第
一
八
期
・
第
一
九
期
一

各
三

O
O
名
)
及
び
九
州
研
修
所
(
第
二
期
・
第

一
二
期
一
各
二

O
O
名
)
の
研
修
を
実
施
す
る
。

2

調
査
研
究
事
業

川
救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す

る
調
査
研
究

救
急
医
療
に
携
わ
る
医
師
を
中
心
と
し
た
調
査
団

を
欧
州
、
米
国
、
豪
州
等
の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ

ア
先
進
国
へ
派
遣
し
、
救
急
事
情
を
調
査
す
る
。
調

査
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
都
道
府
県
等
へ
配
布

す
る
。

凶
救
急
救
命
士
の
特
定
行
為
に
よ
る
救
命
効
果
の

検
証
救
急
救
命
士
制
度
導
入
効
果
の
検
証
及
び
今
後
の

救
急
救
命
処
置
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成

九
年
度
か
ら
「
救
命
効
果
検
証
委
員
会
」
を
設
置
し

検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
二
一
年
度
は
、
救
急

隊
が
関
与
し
た
心
肺
停
止
傷
病
者
に
つ
い
て
社
会
復

帰
ま
で
の
詳
細
な
追
跡
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
現

在
実
施
し
て
い
る
救
急
蘇
生
指
標
の
改
善
等
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

川
わ
か
り
や
す
い
救
急
統
計
に
つ
い
て
の
謂
査
検
討

現
在
、
消
防
庁
で
実
施
し
て
い
る
「
救
急
業
務
実

施
状
況
調
」
を
も
と
に
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
統

計
及
び
救
急
業
務
高
度
化
の
行
政
施
策
に
反
映
で
き

る
統
計
づ
く
り
を
目
的
に
、
平
成
二
年
度
よ
り
「
救

急
統
計
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

平
成
二
一
年
度
は
引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
そ
の
報

告
書
を
作
成
す
る
。

川
救
急
の
課
題
等
に
関
す
る
検
討

救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
救

急
救
命
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
研
究
し
、
報
告

書
に
ま
と
め
る
。

川
第
九
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

平
成
一
三
年
二
月
一
五
日
、
一
六
日
の
二
日
間
「
(
仮

称
)
第
九
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
「
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
東
京
消
防
庁
と
共

催
す
る
。

同
救
急
に
関
す
る
先
進
的
調
査
研
究
助
成

救
急
に
関
す
る
先
進
的
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
対
し
て
、
研
究
費
を
助
成
す
る
。
平
成
二
一

年
度
は
、
医
療
機
関
二
団
体
、
消
防
機
関
二
団
体
に

助
成
を
行
、
つ
。

普
及
啓
発
拡
報
事
業

広
報
事
業

(1) 3 

財
団
事
業
の
広
報
及
び
救
急
に
関
す
る
情
報
を
幅

広
く
提
供
す
る
こ
と
を
呂
的
に
、
機
関
誌
『
救
急
救
命
』

を
発
行
(
年
二
回
)
す
る
。
ま
た
、
「
救
急
の
日
」
(
九

月
九
日
)
に
パ
ネ
ル
展
示
等
の
広
報
事
業
を
実
施
す
る
。

凶
応
急
手
当
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

住
民
の
救
急
業
務
へ
の
正
し
い
理
解
と
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、
「
救

急
普
及
啓
発
広
報
車
」
「
応
急
手
当
普
及
啓
発
用
資

器
材
」
を
消
防
機
関
等
に
寄
贈
す
る
。
ま
た
、
国
民

に
対
し
応
急
手
当
の
重
要
性
を
訴
え
、
救
急
医
療
や

救
急
業
務
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
「
救

急
の
白
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
。

間
応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

救
命
率
の
一
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
の
住

民
組
織
と
の
協
力
に
よ
る
応
急
手
当
講
習
の
実
施
等
、

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

凶
応
急
手
当
講
習
テ
キ
ス
ト
の
改
訂

国
際
蘇
生
法
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
『
応
急
手
当
普
及
啓
発
住
民
用
教
本
』
(
救

急
車
が
く
る
ま
で
に
)
の
内
容
見
直
し
を
行
い
、
改

訂
す
る
。

4

救
急
基
金
事
業

消
防
機
関
が
住
民
向
け
に
行
う
応
急
手
当
講
習
会

で
使
用
す
る
救
急
普
及
啓
発
用
資
器
材
を
交
付
す
る
。

5

晴
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入

平
成
二
一
一
年
五
月
に
到
来
す
る
財
団
設
立
一

O
周

年
を
契
機
に
財
団
の
機
能
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
、
そ
の
た
め
情
報
機
能
の
高
度
化
を
目
的
と

す
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

を
進
め
る
。
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根
川
図
志
と
い
う
本
が
あ
る
。
幕
末
の
安
政

ふ
か
わ

年
間
、
下
総
国
布
川
在
住
の
医
師
・
赤
松
宗

旦
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
布
川
と
い
う
町
は
、

利
根
川
下
流
の
北
岸
に
あ
り
、
現
在
は
茨
城
県
利
根

町
に
属
し
て
い
る
が
、
昔
は
水
運
で
栄
え
た
町
だ
っ
た

ら
し
い
。
赤
松
宗
旦
は
、
医
業
の
か
た
わ
ら
、
利
根

川
の
主
に
中

・
下
流
域
を
足
し
げ
く
訪
ね
て
、
河
流

や
舟
運
、
沿
岸
の
町
や
村
の
状
況
、
名
所
古
跡
、
史
話
・

伝
説
な
ど
を
丹
念
に
記
し
、
地
図
と
ス
ケ
ッ
チ
を
加
え

て
こ
の
大
河
の
姿
を
く
わ
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
、

江
戸
の
知
識
人
た
ち
の
問
で
は
な
か
な
か
評
判
に
な
っ

た
書
物
の
よ
う
だ
。
明
治
の
中
期
、
こ
の
布
川
の
町
で

若
き
日
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
民
俗
学
者
・
柳
田

国
男
も
「
利
根
川
図
志
」
の
愛
読
者
の
一
人
で
、
昭
和
の

初
め
に
こ
の
本
が
岩
波
文
庫
の
一
冊
に
収
録
さ
れ
た
際
、

当
時
の
思
い
出
を
含
め
て
詳
細
な
序
文
を
書
い
て
い
る
。

上
信
越
国
境
に
源
を
発
し
て
こ
八
五
の
支
流
を
集
め
、

関
東
平
野
を
貫

き、

三
二
0
キ
ロ

を
流
れ
て
銚
子
の

浦
で
太
平
洋
に

注
ぐ
利
根
川
は
、

長
さ
で
こ
そ
信
濃

川
に
は
及
ば
ぬ
も

の
の
、
そ
の
流
域

面
積
一万
七
0

0

0
平
方
キ
ロ
は
、

わ
が
国
の
河
川
の

中
で
は
群
を
抜
い

て
お
り
、
や
は
り

-
旅
の
メ
モ
リ
ー

と

ね

文
ー

矢
野
浩

一
郎

救
急
振
興
財
団
理
事
長

木下河岸から利根川下流方向を見る。

日
本
を
代
表
す
る
大
河
と
言
、
つ
に
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。

少
年
時
代
、
学
校
で
日
本
地
理
を
学
ん
だ
頃
、
坂
東

太
郎
(
利
根
川
)
、
筑
紫
次
郎
(
筑
後
川
)
、
四
国
三
郎
(
吉

野
川
)
を
以
て
古
来
日
本
の
三
大
河
と
呼
ぶ
と
い
う
先

生
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
こ
の
大
河
に
あ

こ
が
れ
を
抱
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
の
翼
を
広
げ
た

も
の
だ
。

「
利
根
川
図
志
」
の
中
で
も
、
こ
の
三
つ
の
大

河
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
た
だ
、
四
国
次
郎
、
筑

紫
三
郎
と
記
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
が
覚
え
た
順
序
と

は
違
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
時
期
か
に
大
河
三
兄
弟
の

次
男
と
三
男
が
入
れ
替
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
時
か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
、
私
が
住
ん
で
い
る

千
葉
県
八
千
代
市
か
ら
利
根
川
ま
で
は
さ
ほ
ど
遠
く

な
い
。
車
で
二
O
分
も
北
へ
走
る
と
利
根
川
べ
り
の
木

下
と
い
う
町
に
出
る
。
布
川
の
ほ
ぼ
対
岸
で
あ
る
。

そ
の
道
筋
は
、
古
く
か
ら
木
下
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
「
木
下
」
は
、
「
き
お
ろ
し
」
と
読
む
の
だ
が
、

救急救命第4号32

自
宅
の
近
く
で
出
会
う
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
か
ら
発
せ
ら

れ
る
の
は
、
た
い
て
い
「
キ
ノ
シ
タ
街
道
は
ど
ち
ら
で
し

ょ
う
か
」
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
こ
の
風
情
あ
る
地
名

が
正
し
く
呼
ば
れ
る
た
め
に
は
、
地
図
や
標
識
に
振

り
が
な
が
必
要
だ
。

「
利
根
川
図
志
」
に
よ
れ
ば
、
昔
、
こ
の
地
方
の
山

林
か
ら
切
り
出
し
た
木
材
を
、
搬
送
の
た
め
に
こ
の
河

岸
で
利
根
川
に
下
ろ

し
た
の
が
地
名
の
由

来
と
さ
れ
て
い
る
が
、

江
戸
時
代
後
期
に
は
、

利
根
川
下
流
へ
の
遊

覧
船
の
発
着
地
と
し

て
、
対
岸
の
布
川
同

様
、
大
変
に
ぎ
わ
っ

た
所
だ
っ
た
よ
、
つ
だ
。

「
利
根
川
図
志
」
に



悠
々
た
る
流
れ
が
語
る

「
坂
東
太
郎
」

描
か
れ
た
さ
し
絵
を
見
て
も
、
船
宿
や
料
理
屋
ら
し

き
家
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る
。

今
は
、

J
R成
田
線
沿
い
の
ふ
つ
う
の
町
で
あ
り
、
往

時
を
偲
ぶ
面
影
は
無
い
。
堤
防
に
登
っ
て
見
れ
ば
、
水
田
一旦

は
思
っ
た
よ
り
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
さ
す
が
に
大

河
の
風
格
を
備
え
た
悠
々
た
る
流
水
が
、
ゆ
っ
た
り
と

は
る
か
下
流
の
水
郷
地
方
に
向
か
っ
て
春
震
の
中
に
消

え
て
行
く
。
上
流
に
ダ
ム
の
無
か
っ
た
安
政
年
間
や
明

治
時
代
に
は
、
水
量
は
も
っ
と
豊
か
で
洋
々
た
る
流
れ

だ
っ
た
の
、
だ
ろ
う
。
少
年
の
日
に
夢
見
た
大
利
根
川
の

情
景
は
、
む
し
ろ
「
利
根
川
図
志
」
に
く
わ
し
く
描
写

さ
れ
た
こ
の
大
河
の
姿
の
中
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

大
利
根
の
む
か
し
を
恋
ふ
や
春
霞

上
信
越
国
境
に
発
し
た
利
根
川
の
流
れ
は
、

こ
の
木
下
河
岸
か
ら
五
0
キ
ロ
ほ
ど
上
流
、
茨
城
・
埼

せ
き
や
と

玉
・
千
葉
の
三
つ
の
県
が
境
を
接
す
る
関
宿
の
町
の
あ

た
り
で
二
つ
に
分
か
れ
る
。
東
を
指
し
て
流
れ
る
の
が

利
根
の
本
流
で
あ
り
、
南
に
流
れ
て
東
京
湾
に
向
か

う
の
が
江
戸
川
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
初
期
ま
で
は
、

利
根
川
は
、
お
お
む
ね
今
の
江
戸
川
の
川
筋
を
南
流

さ
て
、

の
今
昔
・
l
i
l
l

し
て
江
戸
の
海
に
注
ぎ
、
一
方
、
奥
日
光
の
山
々
の
水

を
集
め
た
鬼
怒
川
が
北
関
東
を
東
南
に
流
れ
、
小
貝関宿の分流点。中央の石積みの築堤を境に左が利根川本流、右が江戸川に分かれる。

川
な
ど
大
小
の
河
川
と
一
緒
に
な
っ
て
東
に
向
き
を
変
え
、

銚
子
の
浦
で
鹿
島
灘
に
注
い
で
い
た
と
聞
く
。
徳
川
家

康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
時
、
江
戸
の
市
街
を
水

害
か
ら
防
ぐ
た
め
、
関
東
郡
代
の
伊
奈
氏
に
命
じ
て

利
根
川
の
治
水
工
事
を
行
わ
せ
た
の
だ
が
、
伊
奈
氏
は
、

そ
の
た
め
に
南
流
す
る
利
根
川
を
途
中
か
ら
東
に
折

り
曲
げ
る
計
画
を
立
て
、
利
根
・
鬼
怒
両
川
の
間
に

あ
る
大
小
の
沼
や
小
河
川
を
も
利
用
し
な
が
ら
新
た

な
河
道
を
切
り
開
き
、
利
根
川
の
水
の
過
半
を
鬼
怒

川
へ
流
す
大
工
事
と
取
り
組
ん
だ
。

世
に
言
う
「
利

と
う
せ
ん

根
川
の
東
遷
」
で
あ
り
、
伊
奈
氏
は
親
子
三
代
六
O

年
を
掛
け
て
こ
の
難
工
事
を
完
成
さ
せ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
結
果
、
元
々
の
利
根
川
は
分
流
と
な
っ
て
江
戸
川

と
呼
ば
れ
、
鬼
怒
川
や
小
貝
川
は
利
根
川
の
支
流
と

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
パ
ワ
l
シ
ョ
ベ
ル

も
無
い
時
代
に
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
大
事
業
を
成
し

遂
げ
た
も
の
と
驚
嘆
す
る
。

「
利
根
川
図
志
」
に
も
、

本
流
と
江
戸
川
が
分
か
れ
る
あ
た
り
の
あ
り
さ
ま
が

地
図
入
り
で
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
近
代
的
な
河
川
改
修
が
た
び
た
び
行
わ
れ

た
た
め
、
往
時
の
姿
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
が
、
今
、

北
岸
の
茨
城
県
境
町
の
方
向
か
ら
眺
め
る
と
、
坂
東

の
大
平
野
を
一
筋
に
下
っ
て
き
た
大
利
根
の
流
れ
が
、

川
中
に
突
き
出
た
石
積
み
の
築
堤
に
当
た
っ
て
、
早
春

の
陽
射
し
の
中
を
柔
ら
か
く
光
り
な
が
ら
右
と
左
に

分
か
れ
て
行
く
。
三
百
年
以
上
昔
の
先
人
た
ち
の
苦

労
努
力
の
跡
を
偲
ば
せ
る
に
足
る
雄
大
な
景
観
で
あ
る
。

春
光
に
大
河
分
か
る
る
、
き
ら
め
き
て

(
平
成

二
一
年
三
月
)
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い
ま
、
四
月
末
。
財
団
の
周
囲
の
小

高
い
山
々
は
微
妙
な
色
合
い
を
み
せ
な

が
ら
、
萌
え
木
色
か
ら
新
緑
へ
と
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
緑
の
変
化
に
、
こ
の
季
節
独
特

の
光
の
変
化
と
、
さ
ら
に
風
の
流
れ
も

加
わ
る
木
々
の
聞
を
散
歩
す
れ
ば
、

言

う
に
言
わ
れ
ぬ
空
気
感
に
ひ
た
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

最
近
、
多
く
の
会
社
で
ユ
ニ
ホ
ー
ム

や
作
業
着
が
グ
リ
ー
ン
系
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
色
が
H

癒
し
u

の
色
だ
か
ら

と
の
こ
と
。

天
然
、
自
然
の
癒
し
色
に
固
ま
れ
て

気
分
は
上
々
。
み
な
さ
ま
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
機
関
誌
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
る
毎
日
で
す
。

(
M
・
O
)

重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
応
急
手
当

普
及
啓
発
に
か
け
る
情
熱
を
感
じ
ま
し

た
。

* 

翌
日
、
出
雲
市
を
出
発
し
鳥
取
県
の

倉
吉
市
へ
向
か
う
列
車
の
窓
か
ら
、

雪

を
か
ぶ
っ
た
真
白
な
大
山
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

出
雲
地
方
は
、
「
因
幡
の
白
兎
」
の
物

語
で
知
ら
れ
る
神
話
の
国
で
す
。
真
白

な
大
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今
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プ
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急
の
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ー
で
出
雲
市
外

4
町
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
と
島
根
県
立
中
央
病
院

を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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三
時
間
も
の
長
時
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に
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り
、
貴

白

身ilJ~，認ーb
aおち@~這扇邑底詔

消防署て、行っている応急手当講習の様子を

レポートしてください。

400字原稿用紙 10枚程度 (写真等を含む)

インフォメーション

コーナー原稿を

募集します

回
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救急に関する工ピソ ドなど

内容は問いません。

400字原稿用紙5枚程度 (写真等を含む)

※採用分につきましでは、薄謝を進呈いたします。

※このほか、読者の皆様から記事に関するご意見-ご

要望などがございましたら、『救急救命』編集室まで

お寄せください。
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